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トi';JドiWEど「行欣寸主邦情沼

ぞ./I i ~ -1¥のγイ J'rπ; "1iJY:τl'士¥ )"'スマルクによる小ドイ/If!ti衰の江主I);初日tlj

と!て単沌:二~Z2えることは詳スれなくなったソ そし Cそ才l に1'1'い、第一帝以

に対するオルグ Tテ， ，プ;一著Cした研究 (-2然自U;一吋 ース、')アペ寸也C-;iノツ

諸国グリ正取への注同を伴う)も土刊かしごいゐ5 これつの研究をふまえる ¥IR，:g

~ 9b"Wから治 ，+;~F{;1立すまでは、 l たイソ判廷しつ解決をめぐ J て、日 V ノツ J'

r)、ドイソ」 仁戸Eえ という つの斜以情処カせめぎ合った浮r-tこ .'c ).1'え

よ.1.'川t日J.Shcc:;;m“¥Vhη，.日 (;el"m凡nTLshJtyつRdkrLion，<;OTl '~;e Roll' nf Lhc ;V(μti:JH 

i;; c;←1、]引いTIic;tonλnd Ei吐nl":ogr司、hy，"JonηUU ol_:¥kdf'Yn l}istorr， ¥，o[ 5:;， nハ i 

1981，pp， 1-7.3 

ど Vばl.DiClへrL;IIばt'WI¥山lll'.S!liiOIL ，vG!川 al-i淵 US，，ValIo出 !slaal山口口llS(Jl!n川

口ηdf';w(J仇1，¥.-!CIIICht-'T ， C. H. I-~erl、 ~on(人 P:I:';Sl lTi

台そのような研究は校予:限がな." ザザえば、ォース rリア内政策l二者口 Lt

Roy A， AUS:2nおそ11，"'Ausτ，ia ~， nli the "St ， ur:c~;1 心 fnr S;コ「円l:acyin Gerl-:lar:ヲ"

1848-1864，" jοUTJ1a;οUv1ιde Yii Hislo町 、ηt.32， no. ;~， 1980， pp. 195-22にや、

¥1I';C::1' 口、に了 ng九b:，lt'lI[rけザDcr()r(【lll!ロメ品九口19dcs SL礼礼[じnりはi、ll!ぉ 2:'dt'll 

~，:lj (((-，]("11 tοpa-f(O!lκepTPn in der ij日t"Ji"，' j c~; i ~C h -preu品目CιがnJu、.1Jι↑九tlB"ω1凶51日
in: !I.dclf J¥1. Bid.;r じ;，dGuniιcr HcムdCl;l :E:;， ~吋民). [)j(' Hf;r::!!SI(lfr!"iUit.ll， r!CS 
L、UTOやaischt'nShate況の'Su'JII"，.¥αtionale' ldt'ologie UJ1d staatlidνs fntcrrJSSC之I打 Sc!ie'n

Res!aum!iul1 und lnitcl山 li!!ιμs，GÖl~ingcn Z山iC'b.， Vand é: n~， ocC~~ さえ RUplじ"ムt

1989. S. ':'':'9-14りなど[[出TlI-lliヤ1ricl1 :11' ，い ~d:.. 1)州fscheふsd!ichle786廿 787ο

Ents品川!11m;;ubcr utC吋ltio11.S:.utt只8r: ょ<1..Koh~ha-， tl :nc1'. 1999は、背J~(う九な

らず、バ主的 i イツ点河にも際なくヨを町，_， Iι この時r'¥; ~ ，:ついての近時点ごIR
も託判jjZ-t.Jl1~允であ {i 邦活え献亡*:2詰十円なもれとして、松木必 ドイソと:_Js

げる'rj-f国 自民国家O);:ill念と:;!.三t:Rcich， N2.lio:" Volk 松本手ラョウモニlt事前中幅

アl司史|可家とiliド ヨ一門 r パ~~í- ~t~ f;.'; 0)戸;7!d JI :::): I 出川下、~(附:'年. lbl-18b 

1'"( ; 1[1:] 1 :，'イツ7)統ーへのi色」 ι!tHi吋・井1.，三千編背戸江戸よドイノのl詐史

同世紀から]主代まで ~ -~;f.、ルウヴニ書房、 2CO日位、応 1G:J頁を参芯 ドパソ同

;立教会のイ斗部地エしてのコー ])レ夕、ーにルンストフ日ょのト fソ統 政策、:l~i-

なとに着 U:~たものが、松本彰 19i廿稲作1，07)ドイツ統 とトーノルク

ロイツ史!こ土;;~J る j到しし土叶!;~X史の可能問、または中部ド {j と中致:~ついと 」

!~~~ I [広i+r;地域比較史は究」的:-:;í~ 、 1 D9，j {I、9S--109fミー二' サノス・プレ

ヘ!~ [i反;~己]ヤォ ス:'1) 'f' の?イ Y 同日改革待相を扱ったものと Lて、 ~~;ii

市「寸 ス 1， 1) ア政守引太ドイツ主:'J'I:己主章構相 J 安知字引1-.:/4:. よ字以イ\.~~b:~
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従来、 14;ニ E 本にお、、ては、小手イ y 守三 .t(;(!)対抗栄三して、大ドイゾヰて~\:と

1中W':J+"?; ltl，が L~:jJU ~れずに、 犯して ん!ノソ]義」とFデばれることが多

かった。c-かし、両者は棋なるし、その泣いは亘'2であるο (5)、，j'(の〉大ドイ

ツ土義は、 I~ 品 k ~-( ''j I五j開(;)刊tsclltrKUlld)ゅの領域をjiiぞと点Fしてド d ノポ:

1'1家をこ二三m:しようとするもので品る Lそれ故、必然的に、プスア;>:7 1?中間

のfrK件、及びそのドイ Y 人プ，)，'多数I~:':: 1:l するニl，j~Vう繍人少什うい。つまり よド

〆ウ十字たも、「下イツ人ーが政if， {~1誌の法成員であ乙こ王手ト崎肢の百誌にてい片山

その以りで、小ドイツもJ、ドイゾも「回民国家原型に規定された議論であり、

向者の争いは ドイツ のどこ Lこ線をづか([;rr打開ヴゐったといえるc それに

刈して I中!I}I 情生止、ハアス fルク-n::Jニ1斗F町内 L時にはそれやn'f!;ズ引事民
族も包み込む沼J，えをi院出1J"にまシめるこシによって、「ドイツ山j垣」を解決し

」うと「るもωであ信じ 'J;!--)"るに「中:状 lとは、明確に多民民秩l下を諸行ーとし、

'1 司氏::>;]家思到に t;I~-~ る 1--rELtE'J..:'-:')たのである c

イ斗完0)関心l土、ごり従米あまり顧みム引なかった l 昨 ITJ:-， 構忠仁志ゐ 言つ

なれば 「中紋は、 'FイY問題」の九li犬主主l:Lご、 1イツ :;7):-司氏統合と出

リと:=3~口ツノ、;ω上司際統台(，Ij双 )j :r);、lロjした楠伊であ/，)~この f イツ火山 つの

j-)Lタ十アイ '-'fたる l中以」情想;ご有れするごと;土、 ドイツ第 w政の性格メト
逆1者引す足よ共に、 ドノ、ソのナンヨナ !l，・ァ fテノテ fティの多総t::-重層泣
を浮き彫りい宇ゐこ〉につながるだヌろう I

さら」、折、州純白「カ"hl，，¥りli.畏を児吐、地域1草子午か匹く|埼，;、を呼，_;J)J，l;、そ

し 1 、 ;:1-~~ 史学 a 政治手にお lミミも[，;，民国家の経法1';斗と恨専が認識ちオ1、l帝国」

など多母な民泊ff::宇に同日が集ま"ごいる現す ニの l十回、，1#.¥1:的内実を明

人かい Lながコ、てのιj-{Iを見弛めふこし;士、 !.' /';'ソ叫し勺Jlnf~1-を tZ めと)-~'け

なく、川J1t的なttJそも引っこいえる

以下ノトf前 Ci土、 I品、d:三平山前後に i中Z'(J辿却やi円辺した代表 l自主、は議玉、に

焦点手当て、11I1;l穴」惜J旬、のl何':(;0) 端奇判らかにずるこどか二十二ffふ長短と Tる

4 I)eU:5chcr IうUlld 土、 これまで主忠 i ドイ Y 副部J と ~R ~ iしと主たが、での:'1
京ilt{;'E;j性格子鑑プメ、ご J ツ:1'11盟」とボ仁た

「な;三、オプーヲ〆日へ.;r多数5-む取古1:フロイセ〆詰汎もドイソ司jilil色まれて

し寸、いーこの刑也については、~~;: ~を芯片手、一 f者Jj1;'i:U{ Iドイソ(7)J三 ν 叶 ~i[[記

;.，--.1ッ人ボフンド人 工ダヤ人 l芳川書i:i--f， 2002庁、司52章l

ー ~.Û、 7:6.:W:)2848
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具体的な対象l士、 1ンスタ/フイン フランソ(?)忠'frl，であとごフランパ立、ピ

スマルクに上る小ドイツ的wtE;~~設を判夕日に批'i':J 1〆たことで苦名な人物であ

1出;もこの時代には徐々な r，;1[攻 l布者が活凶LI土へ自己C)、主F[i惜1[>

をは治古学・ 1:全lj-イコi己主的レベルにまで掘り fげたトいう点、そして、その思想

が後円?日代におし川執り ;)iし想起されナといろ !:i、以 1.0'汀;こぶい亡、 プヲン

プの{iに出るものは ν4ない J このノラン Yの情恕子取りとげるここによって、

当時の r，11的」構想の内定作社千チ叩jらかに「乙こし奇試l-J..ゐο さらl、2(1十吐

，ι 
d 

記(.，::フ，):，ソり忠0j;i，泊、辿ぺた運命を j;UI することによって、中欽~E邦という情

想が、 2C仕況のドイツ;こstL'c来たしたj土割につい1も小二きしてみたいい

気て、本誌に取る前に、本稿がソラン)(})中欧ュl上九ヘ情怨:y;}，止ゐ|在にi泊三1 る

， /)の ιを指TI'，:..ごぶさ fL io 
第 九日は、「中的， ，ιlitt2leuropJ.) I と t 寸収令がも~'J :可苓了刊 ω~.6~ である.

h フランクワノI，.臣民議会議買では、子イロルHiTのマミ F 守 ラ iILリlSVOll 
Pcrthalcr) りが111~?弘司邦を札l 日E したコまた、ハプλ プルケのj'R'~阜おたらも lji

I':A..1 l'fll~忠を展開 Lたこ門出シコヴ'/ ;:.-ツ ンペルクの I七千!Jへの.;;，:戸 部想

点、 I県:出来寸ブ Jレック ¥h凡rlLlldwLg F((-'ih(-'rr von llruc!，J (/) r関税ュ'11:.'(

fZo;]，.;n旧日iciil!ノ弓がそtL-'とある v記!.Z()f[AJl K(月日目 ll~illovié_ "Va;-i811りn心ndl:r 

1¥-'1 ittel守口 U])引 dee1日4?iu"d ealla.e'h，" ¥11 Hピlnぞ ':i;nm引 ¥r'allll lS4お 11'( 

l'υ/ulion in Eun;!'α Ferlagj伊行tisr-lJe1"1暗山刀ιf!k'.} υ !~!:'n u飢'1lrirli'lm，gcn，日"ム 11
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P.. 1994 . H ρn:vCord¥'lc乞 c:' il-'fitt-e!cμγ0/)(1. In G〆YIJむanT!ιought Ilnd -'1 clic11. 
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そち子も r-III攻Jとは向付[をはらんだjl先立である J 子れは、純粋に池辺日むな国

語、はなく 高J5主に tt~的・以治 11 リな概念であけ、 19UJ.紀初頭から士f1itに守、る

までのドイノ史iおけ φ つの「キー担tz合こいえるο そ L'亡、 rlll戸大」は、
区天国哀をた主えωス アラーjンコナルな概念・私if:j片想〉して称抜きれる 万

で、池j，で;立、 ドイソσ〉ヘゲヰー」を担渋 |語然;こて下校寸るぞデオロギ とし

'C，¥;:-r，五iさJi，'1 きた 牛杭l土、「中致」慨志、り;明 p';'ri) 人とí.~!:r晋つITι札、 A

T ブラシツチ検討す一ゐこし h ιって、rlP:l大」紙芝の両五位も見揖え口、さナい~

第 点目;正、欽州統合土:と町的 E'_~邦情 ;t~ との|場 ;11 であるじ 19S0午代日米の l 咋

l功、iへの;[.: ~---j (l~: (.-'，<ま i; 、干し亡 γイソPf?光 、ヨ~ '1 ";ハにおける冷戦備12

の削減、去らにはE1JCI)東右説、太といっと 三の事常手背景;こ、過去の I中国;J

構想を、|吠~':'I統合 lえの t i) !.L，し1パ~スベワ;-I ，yの'iにf;'f世づlすぶっシす一心開

究が現7，~ '~ぐいる 10 そ L て、:1=þ 81 I tr)I究ヤプランア制i究ωみ午、ら 4¥いくつ

かの↑ l~-N.(Iむなド九州純子、の ;Hi，をか 1前史 Jグ)~':)分ご、フブム/':;に 2 及じている

の工あふ" このよう仁、フランソの中Eわ宝村土授は、1l1{什統合の忠坦的J布ifot

の っとされてきんのであ川、本婦でもそ乃占こ腎忘宇る

~fぅ一点目(之、沢代ド/ツにおける ì~宇:j -t我山 lil」』れである。J.~手~t:義〔ブ工ン

ラリスム正 村肘l 口ーマ t!， -:l~の年:1fj;ll.j家と干す阪の 万一志"，支(二泊著/"ょっ;二、

ドイツ史的住史的遺産の つこ t，える〕ド {Jのュ'1邦土設についての最:i=:U)jf:

ブウマり rrj-ll'J; ~?o の[苛究 J 11; ( 2) :F:;r:大μ日'f: PÍ:ìì;t~ むち，Ll幸6足/tt5:-;(;

01号、主同5午口
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:-，: tokε 九1 辻tm; lI ~l門 192ι ， 0. J 

9 80Jド1にの I_!→i仇j をめぐるよu主についに ほ以十をさき ~B0 Rud:"J1I hW()jぉU

勺)ifιk:_L1(-'11eI\'l itt(~l(-'u 円 pEtli;';];:llSぉ υn，11日iは川以 hnl¥'l乃 )ek(i ¥札.， lJ isお目黒r!u
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存的な石Jiヲロ者であるつム〆ベノハl土、 iI，;::¥守三Jえを lドイソむのq:it;続的なl止法..Jで

あると指摘し、いる テうし、、 I:~~ くはマイネノケが了曜に併さ{守かそうこ

Lたよう(.~リ、連 !'S牛耳を 1: "L、に;t.:代、イヅり事怯な附ii:;J:8.J}くが交叫すること

中央 J ロ パルいう多様な Jシコ 'j-1;テイ z宗派を抗Qえ

た}ftJ"li二枚lをもたらす政計約i蛇タ:と L'CO)連Jr;中立に若斗するが、それがl ド

ノツ」とどっ結ひ付けられるのかを、 ノーノン Y を日空十うにしご l~ ， itt.-~ 'i 

JJ、ト本Jl'~\の構成 d 注べ心。ま F抗 出で;土、フラン 'J(，']淫u1I>t'紹介すゐ

白~)と共}士、 ~t1;;iり|写Eを胤凶ラる(第 節、第 ιでは、ブう/ヅ円咋欧

l~，よ:'J陪想を特に初間jのものに絞っと|勺 Ú~::つい検討ヲるいそし Cq5三室ず~;:， $，:/ 

問的なプランソグ〕立主が廷の十:1/'((.ごどのように走行されたかや検!すし乞い

げ々
"' 

ド抗;立， " ~， 7. 14 
~'，_ 'd-... ~) 

(1817-91) 

まず，;，.;-.y.:で l土、ごれまて卜イバではあまり土日られて:なかったフうンソの~~f貯

を桁介，-;;， !共に、元1JTるつ弓ン Jli，庁究をfi¥'J中!こ!!e)AL工う。

コンスタンティン・フランツ第一章

従腹i

4ぷ乙 ユ~áik C'且 ，--:E10己cllφ 司"1:立lCゴro巳山LLCムοnむ巴rnニ1斗ム Fc巳crali只?江n1:~ム His のω江ical PじrspじCU、c
l 日山lド九刈d

2lり!(υ12.pp. 1千4，;.).5 

九ブ j ド)ノこ マイ不 J う 世界，[:民γ:&(.同Rf'F:ぷ ドイソ同氏司家
発生約研究 Z4h一号、うえ111;設陀沢、宇1皮7宅情、 I!lhR/l幻ワ字{初版!ま lUOe';年、

翻訳l民主[土 19お年の;~} 7版 }υ

斗 ご斗』?然摂σ)λ、ニF と号有L刀が;与、 エj/;'ι手メ代とド fツグのJナ乙 ヨナリ三ス〈ムも述チi汁I義詫主を了抜ミに! と

iμよ#諭Jν られプなぷい例〆え';;:.¥ば工、 うンウ fヴブイ ン一らiはよム、 ドイソにfおJける li辺主:'邦的ナ
ン 汀 ナ 1り;ズ台 !伊Fυ川川f什kl刊付U山:，刊 i¥;i川"れ川川〔リ川川"川n口川叶4科叶州t什出li持引t山γ川

L口)1ぼe日rL 2.nrrεwiesc~e u. GピorgSclmciclt (hヌ)， F0dcrati'!ど一、αtio1i.lJcutschli!nd何"
?epi〆川ndcr f(e戸'1川 Illio)tbis Z1州 Er<;l，勾 W('!lkn>p.I\-Io. nch川口ld C' r~!J0'11只!三日00

bcs. da "i円 :)ie1:c)La:民l"wieschc トedcr口::;VCぃ 01d:.i:.F:日1i :，EI US口1只 f.:rbedel 
dClIl:-;chen Rci仁ItおれはLhn.'L:J.;cr ?u(ι 了λiSlll11:>lI:uJ Zcnl:"ιllismus i 1 ckr dClIL:-;chcn 

N' ;，:10n a 19t-:-x h 1C htεS. :2 L:i.. 24之

λ 本罰;手様々 なえ";JI引究(ノ↑、平第 節をき手間j を総合して記述している よっ

けすlこ呉拠をノj、?必要があるこ判断(〆た l冴f?にのみ、 ;T-("依拠した文献を不(f'

第一節
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研市ノ

たハなお、プランノ〈乃伝目そしては、ブランツ帥究に主批をむ;ゃ L工シ t タム

によるものがあるE'c:>-::cn::-;~an川 ， Kons{附 linFr，山 fz'，S'chr-ij川tHnd L品川t.Ers!r'r 

F'i/il. 18! 7--f 8，')6， I-j(-_'ide;bet ば!仁ilt']¥¥';I1[er， 1~臼チ{れlí'(Nt引J叶1りJdruck ¥付tl:dl1.f¥r札usRe 九

p ι口川1口〕し 1976ω1泊): d止ε叶1口S 正リd勿sf印α山P凶d凶6川ηPr作r川u山ιiμz1♂.17-1[;66. Eけ問 n-(;灯y“tzuげrdn川5日C仏ヲ烈?勿'lFγ叩d人伊!:'γ
St:'ttg寸了吋t.Dんγ-.b;只日C山h守九巳引..!九仏恥 T-.n只日τヨt..1ω臼:;0.1ド机i日1.~、 シ I タムグ)山三は186f年まで
しかおえ てv、士1.'.， clers. 1日間 bcruhl1i-tcl'L'nucniiH川c?J"， SCilc?日udicniil!r!!" ACii 

slα叫 il1F1'(fl1lz叩 ldden Fi;d! F'I!日 I! ，包1s.1"':o! メ ~a!:z. Cll;~ Wt"!:cr， 1948(，こも↑云E己ν0;己
沌が手、ま才しているが、 JわG-t"S J:つに、ンータムの 述の;苛292iーは間短内があ
る

Î'~J 点なもの i: L て、 JJ トの手典の fèrall百円去を参円~. AilgcJiI(i川 /j(ufsche

Eio;;;γ'uphie. Bd， /18， Lcipzi九日Lピムck:=:r& Hu，ntJlot， 100，1， S. 716-i20(von Oaomar 

又ChtlChλνdL); 5，'/α!iI s!c交iki)叫 R，;('!JI収irisdulJI(;，'sclls，:hωn. h ば V()~l Gorrρメ

伊 scllschaft.6. Aufl.. Bd. 3下山ib:d只i.Er.. Hcn:lcr， 19，i9， S. 46U. (言。!l Hc打 la~:!l 

tvL (;υ ばCll，: ; .¥'，円1('DρHl訂 !trEhoろ山tl!ic.B(l. S， Bcrli~ ， DUlld.cr 8，，'， Hum:j]υしl中(i1

S. ~l;:)::~ 日に(-;(¥，0:-; ド ich \Vittellb t' r~) け。roleJosεphso;-， et ，，1. :，edちJHicF，rG合!1-Iしαl

Di"!umωユワj今日')!lcrnI'cw'じ Lcuil，;rs.¥.Vcはpcrレ /仁のnn.，GrccO¥¥ood Prcss. 19ι，)， p 

:~02 f. (yun l!zju ぶ内 L1Ue l" ~1

行に?さオのプランソ I 二ついては、 H: のえ舟:がよ信24; も含めて正統}二 ~:tl イr

L 亡しミる Ellnhnrd qllどrlflicg“日け].:11;11¥'11I (χllFI Vi，~t nkll ¥ハ11(け1l'Sは111111

ド;川lt7.，"HisfOJisc!riJS jaI1rbuch dnιρnesrreSC'ilsclwjt， 5~l. Jg.. ~~13D. 只問)日7 さ

らに、 lS!~O 咋代以企につい ι は、書需主力i';，1j行されている。 Cun日凶 nLèll

Frantz 万円C{t， 日 VUIl Udo日el:;tt('ru. HiLηs Eh:l，lY' OnnどlI.¥¥-'icsL1Jcn.;-;1';:[1ヌ

Sll'iw'r 197--1 

ま丈、ここ c-;ラン Yの若刊についぐも述べておき 1い g.くの E:F Jc昔例I~

くように、ブラシノl王手l常に'J(:-イTでありかもか4ごi)の教を帯択でI_U版して

いるハいくつか存(;:-9る告作[;1:1，0")1 ずは l乙 B.Karl Hcld!l1an;" ThlIri11gis':h 

品kたsischρX円おC!nザt(uγG::schi，'htc lmd i¥unst， I-ld. '，'， 1917三E4ff.J、 1てのもの

ド最も優れてし、る。JlλThElr:tar On;;日11 仁川lsl;'lTl:.i;; fi円1¥z. ¥'ハ1川irhTli合併1付

ル「了 if:刊 I8IJ .I--.l 8~)9 ，" in 仁川1幻札口tin~ra;;tz. fjjけ同州円WIl(drr Gcsellschaft una 

dil! J1issiクliilり 11"isscnsclwft，11兵、onH，E. Or.naLl. SieglJLlIヌ1¥espublic3Verl2g F 

Schn:i ム民il(Nじ¥1<1砂川氏 ¥-'011見日)).S69-91こJ刀打I主には全部 Cよ:J6C)昔作・凶T

iとが笠げられている

全集の顎(立打ιしないが、 ;Xj 次大弐以降 造者がi:1triELた丈けでも21宥(/) 
著viが復111されており、主要苦ji，:土比以均入手しやすい 特に "ll広三iつ1'-11

Onム::alとLdoSaUUClらか、それまてへ :1木l駐しあった初期ぴ)-jくイ下を次会とF主

主1;した功績はフてきしU さらに彼らl土、昔作りi¥1i'1!こあr.:.-e)て数多の書簡 e報告

1，81; ー ~.Û、 7:6.3(1 r; )'!84~



再を付録と 11収紘一ている。なお フ勺ンソ問辿史料(，，~ついては ;~I、下の論丈

イト1:ji出 羽 inJrl~'(~ BCcJ<'L "D(ιFod(ιali民心Kol:'11ll111Fraιtz. Z-，:m自白川町1;[(:r

日"、g，ap:、ie，der Llitiハnl.:nd :.1e， Reヌー汁lハnSi:'J:1守rSchriften." iiistoTlsches Jalι1 
IIEιh (レr(;，"jrfl!s"c;-c:if!lisιルJl，1 ¥7. 日 lSD7，S. 1λ8-211 

1内プ n フスタントの牧師であった父、ララマ~ . '/寸?レ d¥?レι(l¥.]"1:1 CI 

¥Vi!!;t;!;n '，'t山口 177;) lrìS7; 立、平孝弘判i~とに将併して t ￥たとし λ こう!た

ノえの傾向lよ、教主正べJ教会C)j';-G*から11百Lt程ノ了、iHく的なキ')ミ ;-$2を人持Tるこ
J 日なる d吾、了コンスタン子インに，行者三を?え「かも L れない(ま t~JJ:之、 16RS

イI ニルイ弓十世による5L:i!之によってプランス引スダンから亡討し ιきた上グノー
貴討、ウーァル((，:Lel)家の f，1選であ"I二u アフンソグ〉娘ソ Yィー (s什phi刊は、

彼女の之が， ']λげノランス人」でめi)、ヨ|討にト干にソラシスョ合研活〆たと託

して:，，);~:】 J もばl.St;-l:llYn. Ein /.l円uhml円 !fnbl'ruh1ltIrr，ベ25も 、とも、フラL

;;~J.ブラシス者に SJ~ らず、 j支(，.:.jiべる守1"':奇岩ら，ド ヲン?語ペコスペイン活も話

せたし、 見;Q:;¥ ソフン nU 、ギ 1j ン守口比 bW~ ~た。

， i皮刀、設7りjに殺去した丈歪:J:， fI j:;りf(.，; ())機応紙=アァノイム !..Atん刊号制刀)J'
， -渇載5れた 場労働苔の地JげについてJ(18，o， 1 -4-'-)という、社会的貸しヘ1

(P川川 i:-;n;11:--;)ι日Jl主をmっヂ;向「注ごあω乙
パブラ〉ノ 1'，王手の1-111ftによゐ μ 、1止をヘ ゲ】レ哲了から f'Olき附した!のは、

i 新シ斗'i〆グ守二石川cu"Scbc:lin}:.;~anism Ll S} _~と、虫害、特に =:1 ハ方、制青さ

しい主)て2たじ vg-:. f< 山 tz.l-1TU (e， S. 60f. ~an :~ichal じ \\:'aQ' l1 cr. 8. '2ょ己6';')なお、 当

:時の千二討をwをしてい丈"、ー?ノv科学を1!:iitったブ nA セン=つリ ドリピ=
ヴイルヘ/νム4[1は ヘ ゲル哲学の対抗，(;0ムしてlS.41.t'f-(ーシ寸 jシグをベル

リンにJ別問しているう徒五正はなしりJヘフランソはシより、グのベル li'/での百三

7り';(，1)講義を聴講したの C~まないかと戸、われるぐ

1./スタ〆ワイン フ 7ンソ ;l;'1SUU}¥Jlnlph Cons:lan，-in Fran;z; 立、 1817

年自門 l~ 円、ブロイゼンの;!クセン 11 ノ\ノレパーシュタノ卜 lf-I21 be rSladt) 近

郊で牧淵の家庭に f: まれた~(; 数千 ，担埋/i:':t _;_~l Iえとしてハレ!ベルリ〆のた

守ーで学んだが、てこでヘ ゲル習とまに問ずるト)'、に、ラ J ケ:，l，eupuldvりn

~79~í-18SG) のほ川公せを子~!:; l~ -. ;ニ1E市したυ また、ペレ}〆で役は、

ソ!lーノ パウア~ U::¥ru:，o I:IiluCl l ，~(l9--1附'2;を i旨i主J? とする、有名なへー

クル rf'l8;:(え:rhT'l川 n)J rニ参刀wg-?)'1，しかに、その必年
後フヲンッ;正、持J羽Lよりンゲι反響をそけ、ヘ ゲ;v利子から再ft:i'Lてしべに

以後、ン L リ/グとキリスト教が、 i去のt.f/:p 1: ;;;;1.ノ[する}九

この{;町二阿の校、フランソはブロイセンえ相 7 イピ;;-，'}~ン リoha;;n 

)只2[
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研市ノ

~'\hrccl、 l ~'ri('(lf~èh Eiじhl'.on、 1779-18ω3丈不正1810倍、 ぃ茶~_l: l_、文g::1:'J'の

論議調作市 (L日ぞhbinεrt)~-~研究員と L じ止、臨する υ そしアワランソ lょ、 184~) 出

年に I]I}!.. ゴー 11 ツパ合長期杭察する機 i~ 1.ン予えられる 1 ，' ，:'-0)成巣が、プイに

ホルンに1AIl '1 L た つの幸日告~:>ポ ラント¥アロイ吃ン、下イ、ソ ] ロ ン

/、+J十編レこうu て「という昔雲である山い

2 -c、，，，48午"ドイツを13lをした 月並:命によって綾援 Kアイピ日ル〆が久
「却し、カンブF、ウゼン(r;υIIfrit d T.lHlけ![仁川lp[川 llS('fj 初九州)山間が品:ヴ

ヲるこ、ブヲ〆ツは 4 月:， -=-f;I'~r*_ されてしま λ ， i亙戦は、保、;:~)長。J マンド/ブ J

九 (Ollo Thに川 orI~'rh r. Vllil :¥L:lllcurfcl : 12お 1882) I切関氏ウま?待たねばな

らな刀、った lSS()年;ごブランソ;止、ラー;ヴノワヅ Uo肘1':' ~Iι! 日百 on l~ildo 

wllγ 1707--1853) を1]1，;:'，につ口イてン政 lすが推進した「ょ主主政治

(U~'.io 、 spoEtik) ，21を京L，n':'h'る I我々の政策」と h占う百古を片言rで{J¥枕

したプド、 F れはら版を重ね、ブフ/ス1Fにも納言、手れた:2 二れム7ち!JtjJグ)f{H;

~9 対察売は、ハアスフ i0 ク行主L百/サ者 b こ!，;:I ，~<-、リルンヤリ、ポ ゼンなどで

ある その五千ilL 、プソ〆ツはドーヲ J ド;J1も自得した。

ツ() rOlr:l1， f!1川村ぷlパη HndJJr:utsr:hian:-1. J~in U:;itraJ，;':?μ， l?:;01j，;:lIiisα!i1，11 f~1iFOP:1S， 

D~'~()n.v::n ， IbP)(，':，L(:L， R. Fnlll~Z ， 18'l8('\;~~ll ::l r 1l 2託 心釘ミοnH. !~.. ()~';n:lll. n;i ~仁 llll:r

Ih'n Ksに l-:riftcl~sV 七 fζts'-'ersヌ，'rド01e n::r :;，(~七 au 出 de;nJ"l-:re; おねミ汁"t ピ，ne I 

日且[Shrungvo~'. 仁 Sa斗UCf. Si叩:JU目。主CS'0u')liczパ cr13gF. Schnjee， 10(9) つ

のお tzfEも公:1) t三れて 1 る "1r':H' νdif 財 isLi}~tè Pflと計 dモ i)()hi川/it-'Il

J¥ atょonaょょta工、Odldc:↑sch-prcussi出c!ムcn::;ふa1H1r，:nktc."Einc D仁川11ミch砂ifc，E: dC!l 

pn'llιl 川 ~Cll 1¥111l11ぉTIlllllメLnEiiトhけ n、on18--16】n:(， ]?l，llllム Prfusisr!tc
f--Jiifttcr， h~_ vonト-lansEl九1;¥1'On:-;2，，: Neudruck der Ausgabe H出 :in .l ~4討:lll~ e lT~引

DClUミchr三レ dcsV c;[asおじrsZUl' pL:UJれミchc:，Polcnpo::LJ~ a~jS dCEl J乱ト:'c18.-16 
)¥;;LC]-; ¥VUl'f vり11lldo日i:uttn，Siegつi.''l''g.UfぷPLl b ~ i (礼、(-'1'1九gγSch日it:_，1994. ~ 

81--103 ;“Bc 1 ;"at'hl ~:nQ\' 、t'l bcr den Pclo:，i日1ユlISムlr.Croù以 ;"Zo広~.u n: p()S~; 、lI nd d:c 

d川11;1χ"九日刊 cnh~iHg\'dlcn poli:.is亡l:，r-n¥.'t ;'h れ (;;1汚山川口('llk~tilrill ~llil ll!， ]?(~l 、

rc;，ar 12.118 F~.iιlric l-;， Eic l-;， ho~'ll れ berr 七 i c- ht. in : C. F:'2.ntz， PO!r!I1， j-'n uss!:'il1il1d 

De1!lsrhl!wl!. 19日9，S_ G1-~1は なお、伶者。)-':'R~!-1書をア J ピホルン(主 l可:j< t:cfr町L、
)' 1)ーロリヒ=ヴノレヘjレム 4Iflにも量出しこいる vgLQU([c:汀l叫ロ a.O. S 

3'11 [ 

2 成地:治他都 "11 界歴史イι系ドイ J'え 2 d1山川 I'-H 収利、 109fì午、日~)-- :~4()頁を

多目口

~2 L IIS付 i:Pi!lill丸山川口古川 2 可crl、へ11[j.，白cγ;↓11.1、Schncri(:訂以， Co， J8!)りはり

l_:.8:< ー ~.Û、 7:6.3(14)2842



トi';JドiWEど「行欣寸主邦情沼

日む :S'ftC)iJk:I)]によりで、 ピスマルケ ((Juo Flirごち V(lnBbn門 rじk~chnnba山cn

1R1~>-1矧呂}や、ベルリン肢在し〉外父'1\，七ナ 主らにはオース↑!-:-('-1:-1什i予ユ

ベJ 〆バソヲト Jl

77~ì- JおR9; い J も到l;~

FclIx Fur:;l z-，; Sch百五rzcllbcrμ 18びコ 18:32)

ヒ は~~11l èn写山守口ヌぞ11 ，り~ha) ト(i rぇt VOll九etttrnich

丸三円十ツ
乙 1す k ご

ヴγJレヅ τ ンベルク

18S2とにソランツ(ニブuイセ/外務省の+rz'Milf(造事正i5-u ;C chcl:nc:' cx 
pCr:H 了けld r- l 丸 krd~jr) ニ 'fr~乙了されるが、同苧に íH ，~Ii~， /'者{/;L乙でカマリラ任批

判Jしたため、スd、イン ポルトガル総組事1iaに!:c)歪されてしまう f さら}こ、べ

九')シ lこ日還したf々 に出版した昔作も物ム先手自主寸へ首-~:~-円'，[;;.1 提n~ L、三校

い 18~:ょノイJ、語版は 2 佳矧存{[する，vO!lf' Polil iqu!!， ~川川l川}川川也、 011

K:n>;irrii，'sky. P:lr;:;， !~ G lI yT~U:_ d Scribと 1~{-) (l ， !-'olilujue dc !([ f!russe，山 wlly!ll

Fλris. E. Dc ι11， 185~) 

U 例え!3¥ オ(スト Iノr~~~;，士プロうノン 1 オス子シ (Aけ onvon Prok刊にh

Us'-c~"，-!や、 ロ〆〆公j1";，イ J二>:<';レブ ¥PcLcr }'~'cil"，- crrνO ム .\12 、 c~"，- c:'or 江

1796-18(3) ら c 訪者はン←7 円〆 n.. ソ L~ ベルクを、後詰はメッ 7'. ;レーヒをブ

ラ Lツに勾j介した

f マニトイブコ !tr1).]附l攻、'1"夜、 プラ〆ソ:ょ、共産主誌の~~査という γl じで、

10;)1 S?年iスイスレプランスへ派J宣され、市1ム印し lレイ づポレオンのク

テターを目撃する戸帰恒後ブランツi土、ルイ フポレ才ン掛コ，-:::>7):;)町一作をu.;杭し

た J 、51，りuu;:¥'a的 U'のn.v川 1(1 (-'Cl Vcr~とも s(-'r t: rlSfn'r Pυ1 i llk とnりfl}[1'， ntèrl~rl. T 

Scl::"icidcl' &じ0，1852(I¥cu、Iruck:Konscaιti!】ドrat1 tzιtvlassc ode;トoll<.Louiぷ
.Vaf>olwm， ;~又 und nl:l ~'in:，'r Ein (':IU:l記可汁s;-':!(，古川1f r;l1l γKcn~pcr ， p(!~ にけれ 11 ， :¥ 

ドr:_ltb::-..l D~~:_; : a.UC:c : ])，F11lsta，dt. ¥-¥ i:-::senschaftlich七日UC九三己目 I:-::cペヨ代 1山首)-auch 

Lou!.s SIιtolh)J1.. J.I，山川 ο([，;)'Vr;lk. b ，，~. '.:1lc1 E1i~ I¥，lιIII 仁 311c11V('-r:=:仁hcn，'on日unLcr

M山hke_Wi刊し Lei;l7.ig，K川 il~inger ， 199りょの聞のアフン Yについては以下を

12W;L UcのSau山じムじlHi1-1，1ll:.> Etn:訂 ()nll日II (hβ 人“仁(ì:'.S~ム'.1in ranしZZllr La昨

i1: d円 SC0¥'，'川χEilh'D¥;Il1<町hri:!れ11(lcll pn'-，::-.;九i:-;('IwnMi，ii凡!I'l"prll:-;i(kn:.r、II0:，:.0 

VOll J-':ant2c;，ffel平O.c.lJahre l?i'il吋 5乙I11rcizc-rischcZcitsch-rift hげ七日どhichtどとd.28

19'?S. S. ilS2-~; 1l : C C¥C河内 IIL，-r 1".仁 )leSL司n，-inF~包ηl 乙 und dic ZvvCI，-c Rに [)ublit

Ei:，e :)cllkメ、!l"iftaus dCIT: Jalllο1己Jんす Histοr口::hc:!eits::hrift. Bd， 21:). 1970. S 
SG(I--5ら2

/ノκ.')'ta'1ts!，マロηkhζit，Ber!ill， f ちにhnt>idεr& Co， 1公.;:;2

おむui1fa，tium1Iぷ iiOS:'，21l0nyn:. Bedin. Y. Schn七ide，'.185き(3.ALlfl.. r.uこetne:n

~~d'll\\-orl 泊 lwr dic Ncu:'raliれLぉpolilik)
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を重おた三 0)f!Fに対し守、ロンアイ礼相 t;ιチ-，コフ (AlcLsandcrf，.Eじhυυ

'Nils:::' Gore，!kοV' 1'1'"%" ~~日引がブrJ .i七ン角井:1に不快感を烹l円L たりじある

この到すにより、ソランツは事夫人ノ一、聡から:11<こ ζ にな。乞7、

枯渇フラ〆ブ!土戸市~~からえ辛本 Y して生きて v、<<，えてしに人 25γi

円ツ Jね〕勢)jJ()脅Jに|お寸る向ノ(1859γ"~"をはじ均と L て、将)J的な白述 :'1:

目:二回jんでいる口 -h、 ドイツ政治は vスマルクのプu-iゼンヵ、 1主巳するドイ

ツホ立 A、し V干さ'i主すpヘブラ〆ソi止二 (!)";ιに 貢いですE:おろ JすZ31v 問えは、

i-"ノノhj認のuえ苧を試みた18Co年のフジノクフルト諮{芸会誌を伶仁、 円少夕、交
言サークル(こ模自主L.大ドイツ;t-;rdJ(l)政訴家 L-1)ウス・プ Lーベルり:~1i :;" 

Fiul!eJ : 1洲市 lK:):)) らとも1高鍋司る2よーまた、いわゆる政;台中]カトリシズムらつ

ジ!そt!.Cも'スマルクとの司係は続ν斗に 人や前?びj，;けマいたものは、外

務省にk;する小泊であった。 1862-':に首相こなったピスマルクは、ソランヅじ

たI誌を長!JI;しようとじてし 3るいgLfl四十ヌ fJrioヘS.9J ¥.:， l~U) ，かしこの司

f;?d止、 1866十り背1:'1":戦争 Jこよ勺てノtJ「おに政府する行

初出版司係のl:，人のftJ.に、 ]< 'Î ソコ若松治ら金銭的 ~*=B): を ~v; ι いるい

Berkc:i， aη()¥HJ1f 

、，le;l

山 [.'nl川 8UC!tUll;{1'niiοeYαα8 EUiOjJliiscfu GieIchX!:lρI>__hi. :l1l¥)，;yLl. B( rJムn.F 

St);nピid引!日S9(ト，ellerlla: OSllitb) ~~ck. k'blio ¥日rla)':.190父;

刊し~. ~ <1cq己csDro;，;“L'ic:.じし [ed己rz'し1日 CC11 j¥llc氾 a;;nc3e:.tour dc 18以)"Rc'u{{ 

d'hi油，-ited-itimnulu/1κLけTlL 7~)_ .:.9(il ドi)_ 20;J-~l4 

むノしーベ!lは、 チュー)ピ仁鉱物告との数以を勤めていたが、 1842+:に退械

Lドレスヂンヘ1f件、そして一月，1，命の防:に共f'[iJ:¥ . R...;.: iJi<のシヤー;-1)スト
として活勤した日づランクツルトーに伎はノy下根l 認し、{九~(1) !ぇ動以;]守 FでタヒオIj判

決を空けた。しかL、似の特作 lウイ ム/、 :-"，..1ツ、ヲ ワソパ「が f スト

1) -( ;-1=;' ;巾iの刺n:.tゃ~r，~. '"寸いた工め、 l去す主や受ける υ その{々、 1849年か九 18~、/

キまで iJlt未ヰ(~，帰E久{色、役は最刊に .1ースドリア政府、次l二♂fユIンテンヘノレ

ク政:ic:に仕えゐハ%の告1"(:は、オ スト j アー道でのドイ y 同盟の改 '1' を 7← ~h

F るも tつであり、当時 tf当~-;響力を持っていた L カ L lJ~ は 転、民一期戦争の

帰結をコピ持することになる"lSGi{行かりブン/ ベルはミュンヘン引右下/ソ m

ソレス を指ヰし、そこい小|ご]ソfJゴなトl民 l-E~永を支持する論理々張ることに

なゐ (73ノ1'.:.'.-:itU，ltiti ，) :震が辿つふ女平l{[:Jl折 0)人 1i土、 H，'10イiJ人ほのドイツ政治

の矛盾をlメ、民している介いえる「ブレ ベルにワいて:止、邦請でもぷ川浩氏l

よる -;:~l~(7) iヰヲ主があ匂コよ;1: lfJ I工.---1]ヮス・フレ ベルの i<'Î ノヤ;~邦改苧情

思J 11 公 t~ìl;)子会雑誌~ ~fU2イ千. 4 寺、 2~ 日 ~O/..;-ニ、 2~ 己JPi : 1'1 工 ')ウス・

l.:.85; ー ~.Û、 7:6.3(12)2840
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山ヂ 'j'^ とろ Z宗明!を子宅，-)たさらに ]fテG7*. には、"ンドンの新ド;~ ~ +!'-アローク

J>ι に、普J県道;;争 ~~L判し、欧州lム郊の立設や恥:市;1'を辿載 L ている" liむ3

4下には、 ;{.;~1古同こブ li ，(七〆を r~!(い、予言抗ベ J~ 1)〆から、 ウクセン祁 l、レノ、デ

ン迂支出，;:.:At仕よるぺその後もブラ〉ツ(之、 11 己の j~~宇li二主義詰の当主人成である

フレ ベルと l'ドイツ問題，;:J 11".lL命館完工学巴第5~ì ，1 号、 l~lJ'-J-午、 :?U1 つつ2日可

l 羊命{廷の，~'り内ス。フン」ベル ある此rt}ι1:;，hlcri))足跡， \r_tf;J~私立 17'

~t; lO岳、 1989年、 i こZ~Ff ; i~J 1 1840年代ドイ yの念造反 l，l)長の思想像 J . 

プレーベルチ中心に丙1:1ミ士 松宮ぶ討 末!I:;'古涌円寸マ/ギ認の比較む!l

究ユギ7斐関、 1989午、 29U-;3:>i玄U

ロ 1刊え(王、 1ワJ 卜1)'Jク・ドイソのため引用 t:IFZ苛立並i，L(Historfs川 j内!Ztisdμ

I5lrIllバ fiir山山 知 lholisci11'Dr:t!lschlaudJ 1的制朱者ごじめり、 i車JトT-+:.~S~8!;大ド 'J

t":i刈のジャ -}":) 7，ト fある 1'"' Jレク 心。はとρEdHlリIldJorg:1己1訪問i)j)ベーも

l:;rィシ lオミ jレスト iLud¥-¥'ig ¥Vil](lLlJρn;L' 18U--1891;、 ? '}ンク"ット

(T1t::Tll'刑 n'i，lll ¥，fal:incknJ山 日つ11374) っ後しつ中央党の創設者たちム接触を

1-，JJ→勺亡し、た〔なお、つ)./ "jはずつフえタ/トであるが、 1;%:(/)，¥tl，析はもしろカ

iリメクに人気が品った フソンソ自身、介トリソクが白うj{/)昔作の 11ーたる

~fi: Fí 間J であ !J 、 :-1南九主では私の政治「令官作の凶jリスは v ち[了か主〈主るだ

ノコペ」 三認めv いる ¥')1，1. Flλ江[;" Bru:ノ(('， S. lG ム 11.11~)(êl:; Richa;(¥ V'v日 ncrこ4

7. 1 g79) ν~J ~，、え、フラ J ツ l 之、 L女;C0つ刀ト IJ シズム L 丈;!':j -C χゼIl tr~ rn で

はなく、台'iiE!j仕合去を許つ‘Uム iιlm01ムtan:Sl山正という品を閉し、ている o

vgl. Bゼckel'.a. a. 0_， ;)， 1日ス

日(;1'2('只crzKllcb:lrcz.vk，“Pnlskiε，los sprzcciwu ¥¥'obcρ¥¥'0)1:) 以凶r.W pJ川辺

〈口広i¥:!:--;l、i(j，"F'rzeglαr1 hL，'/orycm.;'， LOlI:， 88， .1ω7 三12'1--/[30. (f 1ヰIJスの，*1十聞

における ~86ö 平:Cl~ .，~). :..-.: 7" jずるプロイセンへの抗議の古川

t、g1.1七lγ13uchh~j:n ，“しり刊 anLin Fr:1:''-lz a;s Wahl.Sハch引 "Hislρ川町!ie，'，'Juhr 

bw:fJ der (;fjrresgescllsrfJ(ift. 94. Jg.， 19/4日240:-;-:::46.:::. (/)l説からブブンアiよ、ク

ルヘ，センの反体制主変革んもこ接近し、牧民::J，-;;ププ (1R1ムhc!o:HO})[) が編集

守一心体誌 lヘ!.c::-]i~*:i ~ l!;;ssischl' TJf{1f1川に効力しな日め乙 絞ら b土、ウロ

/七ンドよるク J).ヘノ七ンの併合に反討中る fiたらずあつれ}また、ザクセ

.> 0) 反ア!寸/ぞシ目当ジ寸~-+ ')ス卜で割「誌 J 言~ ~{Ìì ;，Di'!;fι"川 1 0)先立4人、ベ」

タ マシ (Thco(~()r PC:.cr;n:ll1川とも説えを品Jlん f いる J こうした戸たちと)1，

仁プラ〆ツは ly辺守二Þ'~\2 IJodc:raLivc Pancii J ，@:2~止のイ二 J マテ'ヴをとみここ

;なる円プランツ (T;U手びかけlより、この党の長会(ブユデラ 1)ス入 会議 Jが、

第四は:875午II円:4-lol→にブ7ハ?と第四は1876年:0刀30-31トHこアノ ，)j:

プハご1:jわれた にか〆、よれらの成果は乏~~ '" -.， 1)のでありた 生会;こ苦手j;~ ~♂ 
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， ，車十五 \~8ì乃9 手年行 j べ干コ、 長4年行尚t約剣打刊Jして 3たシ三 j ング↑行ι千「子をJ抜込泣~.た lシ

リングの沼ぷ持源~古学巳 〔汁i討幻7叩98出桁u年/只叩F そし、、伎の寸ι主I;-:~一義を 11界此治の枠組

みの 1:' で~(;L'じ/.: -ttt w 政策， i 188283イr日7などの卓;尽な古↑?を次々に汁2版アる J

L刀、L、任期の人押b土、土JI-Yr'J凶ではあまり人さな以響を呼ばなかったバドイノ江

戸成す後にフソンソを設える者は、アルクハ Iレ人(J ~l~~()-~) nurt~~h;Jr(ll 

1R1R 1的7)干が t;i ;;"(山J:可、周辺に記いぞ~れだ少数行たちにととよったl

隠遁l.j--:i':fiσ〕 プラン ;.r~土 l 約 ]1下日討に息ジッ|さ取るのであふ山

た、クール、ソセンのグ lレーブと、チ J コ人のブ Jアマラ '1ス pたち、そしてハ

ノ -7 7 ーのヴ寸ノi フュン派のフュデラ J ス k たよ〆の志見の~:I'主!ユ11橋L酔

いも引だったのであら「ブラ〆ア心身も、 ベブフどの同係が 千くいカか、ず、粘

i リ

山 f)々F円rパ/千吠次れ'odいi!1肘附yげ川fん【凶S 山1似3叫 f川{υlsd山α山δJ台cωtυf仰 dρ〆l片J匂切γη1問η.;-~ψpj六ι1竹γ d出iμル1げ('S凶ο仏【ρ uJl什fι，s訂tc山iμ叫Lμぱuωli!'!u付守 1μ削削4μ叫lμj“ぱdiυ凶川lμ川"レFげr問幻刷α 
l仇τ怜Mο川11aμ川白alt'οr山井【“'11'USOIU，n，Ul1itT Iwsmui"FeY BρZiH[削 rtJIU'問/'Di'ulsdl11111d， たrdis，'hli，(J!.ft 
f{fV.'U'UII und (0悶クtriuu'daygestdl亡klain尻Ji.Kilじhh，i-:ll.1870 (刊刊:.1cuck 主 l守n

s，ムcn!.<l、しrlzt，ミ lD(2)
抗、ぐrhelling交点。可iiiveP1ιilosゆhic，11'U'I'! ihrem Jnluul， wic I;ach :'!u川 Lたdr?ui1fl1g/ur 

dl-'/!μll.i/!<!1J:;in山 'm川 !tWi{HliiIl'r his il'tzt /wl'h I!l'lTs)!川1I}d1f)rnl.:/uisi?， I;:ir /(ehil 
nμ11! Lcs1i) dαγ';.[!'sic!ll， :3 Bdc. じö~hじ九? にChcL~l l' r. 1879--80 (珂l' ll(~r l1 Ck : :¥.afi.n 

SL;ew;:~ Vtrla日 19行g)

均一 Dien"e!itolil山 Hnlげ比山ndl!rt'FEμugilahmc uuf Dntbchlund. 3ごdc 仁hC r.l:~iLZ

E. Sじ l~C i(-' iLχ "ーに i日当2己Ii 1白川Jr:wk : ()討引刊1日川i

2泊SJ8C【obHu肌~Tkhard抗 β~Jη?ιり1('. 1 ο凶J川[(t“'tn山dl;:;eιunηd たわ?白tμIS(けhμc.-:いnS.L!αb肘:¥.吋JiがtI日Jc口?川6パ叩ut台z旬防£
α山仁口5加?吋"ぱ【ds肘rバ1訂1げr!)引/ο11行1Cl1附p刊列 ~仏，vu川ど口r川rα(;8汚口川S川行円叫3丸， :l¥'】忙仁山礼川fつρ汁】l('，V(111 :-，i:;lX "]11】cklHJl 【l， Dd. S. 13出(、l
SムIIttg:1lム!出 h -.，yétbε~\. CO¥er;ag， 190::1 ，日 15 ヲ 1~に ~1.;=;R3(all ト ried'"ich VOll 

Prcに '-.B2.s('1.17. :;. : 8iつ)， br、、 S.1 Gつ

のな13ブフンッ;ょ リピムァ)レト.'}ァク勺 ( l~ich山、1 ¥A江日W1": 18l:-j-188引

の瓦ノ九であったl 人以1865Ij二に文通そ対始〕、 18!i6IJ二の互にプランソが，>'

グト を訪問1Lていゐ 1" L "iアグ T は二i初ピス寸ルクの党芸者であり、同

何の!司%は〉イ/流(えな後に :i If土~ミに J士ったハしか L 、ヴァグサ もピス oレ
クO)*ri;'+;-[klとは 絞を山首 J ういなり、 1878/f に|明 i'，í;~は十寸わされるい 'l 'Y グナ」

と1ランソ.!:i:、;{:三一義ユダヤ人、ゾuイてン(7):平:"1'裁に対するJへ!言、を)1，
付して"ιたにつラシツ{よ、 18iS'(i'.1川年、 1ノ クァ-，十}ークルぴ) IF! ¥'イ口 J 卜

紋誌¥Ji'1yreutheγUlaftcr) J を ì- i更な五見発fえの場 ~: -;J'るよう lもるヴァグトー

とフヲンッ;ま様々な点で廷Fを異にしていfが、ヴ yγ7 が1883:C-~.二F、を 1))

主取るまご、その主情;zi布いたごそ〆亡、 '7アグプ ゼ千をも 7~7 ./ ''/はその +j'~

1，87; ー ~.Û、 7 'C;.3()(;) 22訂3
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第二節 先行研究の概観

ここでは長丁叫式的に先行研九の~--s埋少してみたいーその孫、れ 次大戦か

第一次k戦r:~!1:えにおける数多くの研究につ v、ては、そ (J)政t32己のら!Uさゆえi

ご草参j む、本~'w では:6':J~: する υ また、フソンヅこいう研究対象は、多く

の最1:ifi品λ(日ょにscr↑atょonJ や生み出して e¥"!ニ〔革:)'iが任l芯!ただけでも3日本

JJ ;. !;ιする が、それら在逐取れ]--;ぷ」Jこ}も Lなし、心不愉の十fるね

らいは、先行刊|究に対ずる千 l自l的批判Jではな〈、 'tj;'iI)l究の批吋均検1'"をJ.8L 

ι プフンソがどの。ろとk子間的関心刀、ら.i&わ1しιきたかを藍却し、で汁しによっ

てつうンソとい々人物内各同t:チノj、すことにある こうした行主は、プラン y

の'1'成主邦構想 l ついての i)~ ィ1: ú0倹討一、のふで日少して旦要であるい共に、第一

併で政λフヲ，/')そ千平の~:，~.92 をブ~I~t よるた 11;にも必泣であるだろう .UI では、

王ずブブン /i;~二%に津展企ピ合たらした f(; ;，d:'，士斗ーノグフフにコいて触れた役、

アラ:..-，')う .W'!J二げられるいくつ刀 {nM究ヒのメ1:止i切っし述べる k二と lーした

最初に了t!;Zず司会;正、前次大戦段、 r前 川/~ という拾文集(1955イn
のナヂスムの回想i')(]前支をやメハた出)J':二収められたブブンスのLンヌ大学教民

ソーザンによる論zであ。 これは、 fi-:}t~ブラ〆ツのす"f十ド述fc エ義と r-t!t

'!:'政訴ユノ)を]守，'，'読み込 ιで桧!~L、その特徴ιートチズムどのjp祈:氾った

iJ，T 論文であるーし泊、し、ブチズムとの呉10) を j昆*~にまぷしてし ι ること、そして、

初期フツンソげ〉苦引の4J;専''fIーもが刀わらす、それについて取れといな dとこと、

などのうこ主がノ7、げられる ように、初期ノランアジ〉持作(立、災ぴ〉ノ

ランソの思想をで足以的に規ノi!. 、いdJKいよ占 L¥ さ1.に、フラン Yがアロイ

クル的人々、例え (J rパイロ/卜雑誌 0)編集長 l ゾ r ノレゾ~ - '!ン(j-janお

れ ;l FY( ihur ¥'on 1，:rolzoメcn)や、 kイソにお Jす乙コピノ 人位学の犬家ン 1

γン (KarlLud市 igSchεnann: l.R;'iク 1938;' ら炉J矢拙を保ち;完け/:'"

w これ lコの叫たにういて主体的にえることは、その多くが、フランソ円割、

先日の 郊のみを対象と，~/'C t ミるといつこと、さらに、 7~ 引こ 11 己の見附を 1 ラ

ンヴの志ぜ、γ投.~;さじfていると 1，'うことで主うる J つまり、 Yラ/ツの止、組を包

括治かっJjt判的'~:Ifx:;; t& コた~Jf 'iè(エ、その主主に比Lて戸J...'ないとし 1えるr

1 】 ouisSauzin，川Thepoliti仁口1-::hough了 ofCo!:stantin ~'ranτZ. ム n: Thc Third 

Nurhし:)nc]CII，Wci6cll丘、1alld .\ïco1山↓ En;~l 叩 112-1 'li
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ぞ/官僚としてポ ラニド明記ベヨブヮイ竹ンの政策につし、て恥:)湘iλ だもので

あるこいう"で{， j:-L裂なものである)

その役、七利状況の己主普ご先行研究の祇み主ねを "I-i宗~ L亡、 ー、、)/与1....<τ
ノブ')erλ込

社に Lた悼上論えのノナ、準も上がノていく てのrp"Cも弓ウクス，-'， )レマシ?

工ーマーによるらのが市 t~ している l し ， ~rj:. も申告こ L て出版され亡 M る

ラヮクス kゥルマンの印l究¥19i8午}は、おそム/これましのノランプ削究

の'1'-[五三も優れIものアろっ こ引は フランソ荷 '1ドしιl思想家J '政~f，s:; 
アウト'}-イダ 」と刊格付け、その叫:jt;の元民をUJ系列に 段階に分:t，jコ、そ

れぞれの時引の昔j乍え H(，i';(こ読み込/レ仁机介した研究ずあるつこの研711(こょっ

て、 J; きソランツのワ、組の主 '!~fi が叫らかに去れ、

1，HK'/戸見通せるよ 4 になっIとしえる U

ーらに、 ゾう〆ツ忠起のす、

王f二、エマ グ〉行究 (1988午 ~i、フラ:- ")の主l'升;主義を最も i十hに分析

した研究であり、ブブ/ツク')-~車j.;[; L/i;:主主主る多様な再怨lj"J構成要乏生霊升11、

マル ドンなどイlレの辺邦平寺主主との」仁平交も行~ている

さらい、フラン Yについて数多くの研究を苦》てし Jるボ5i.I.lrh身、乃 rイア は

r、ドヰu自立なブラ〆、ノ山1阜市t:設に併もドイァの掛布-r義前向白lを 旦して~~

百九一よるとんに (内 l ド!"におl十るブブンツのH~;L二[力なとご 'íj に対する f フ♂ア

q，+'-t北刊をj"っと }.~-c 、独立的弐拡そして:.'，ゐ 何

1 三 Pall1u~ F. IL 1とu"Ll-' r川沿i~ 11 じοれst:-uilすnFr:-uilz. NUJnan!ik !llId NぶalinnU::iim 

n-cr!，: r':ncs l川itischCi1/1usscl:seircrs， ( 了Oi:lngcn.¥Vol:crs-J¥oonihoff. 19'i8;Z:.:三1

T-~Tcch~ 'lli¥.. Di弘、:
n ---， ，王子5とは、エ君主フランツ!.tx56・57年までiI 主 l~k;百円・何人的な決断

。〉時期(お7-186G) (:~イ迂期フソンソ、 ご乱る 3
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l χn. iJ¥;;刊ll(¥-ki¥'y， "Di¥， rkll刈 hc(~('九 chid:l品川 hr( ihll口氏日11¥r ('υnパけi:Llll 

F:'an~z nz，cll 19M)，" in : Alfrecl L02schu u. EeLc.lut l¥，leier (hg.}. Zurむ白川lichtiUiワ

Hislorio，ifmtI!ie !tadr194;"i. Bれ lra.f{eri!l('s X'Jl!叫!i!11!J!....之似りふ hi.(;e川 risll!giJ()叫

Gfr!w rd f.czcた十kr1:n.Trafo， _ο0.1日 7、日4

16なお、 1987/;1のベ カー仁よる論文íJ示、ck~'r，臼込 fJj lよも文書館状況も含

めたフラ〆 Y関連児科の情報を ~jI↑J:~ 宇むこ Jt に、ツラシ、ノ受任の特筏をま k 灼

たもの寸あり、 yliガのf司令じりiij号c.L，'として 011;;; に官 iil，~ものであるーまた、追

乍，)、)ブンロ0)研二究者クハルチンメJが、 早ミペーも 'i¥め多ぐの 7~7 /' ''/研ラむを判 L

l.:.89; ー ~.Û、 7:6. Z:!S) '!83fi 
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さて、 UIでは、 7ラJ ソ割、必の多臼件を小寸ナめにも、フランソがいうな

る研究潮流で取り仁げられ Lえにかを、 5つめよ刊:にうfけア埜珂， じみたいl

連邦十三主研究の正HIK下l

フヲ J ツグ)思想のご~で最も注目され亡のはその ~j~手伝土義であ λ" 例えば

歴史家ドイア ソイン C))青白は、津見=F.~tを本格的に底 I?ザ'約(こぬった研究で

あっ‘ J~宇IU 予定宅心会-j<~k ともいえ 10 が、その中 T- ノラン yは ブルー V/

¥Pinrc Ju日 μ11P;<¥ハけ jOll l削昔前五) ，1.:宍に 全舵日J憐泣'1立直 (ι11.'-':¥'11;(町村

正rul寸u.:'prinzip).Jと L1の川下1;主義の 2相、水ごあると分数された ;'j後ド

ノツの連n:+'id寸先の'1'でプフン、ソへの .__1及欠かせ公いち J月になる-!-"

C t.，るが、筆者のポ フ J ド ~i ':j~}J が宋豆なため、大まかに立を通寸のみにと

どまっ Cしミる口 vgl. Ci川氏。f父 f¥uc];山じ?:y:<，Pmsy， H刈.111i /，'w::s/ia fJo!sたα11''!川sli
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styLlt !!l吋o，i:PA刊 1999. i車内向究のエプセンスを示Lたドイ y語論Jとιし

てt)，;，-U)も(，')古、めど dcrs “Prcuscn.l(ι1!.1ancl '-:ncl dlc polni5'cl"'.2 Frュαc!.m

polili川 h¥'llDCllk('1l ¥，0]) Co出土lIlinFγ 汀1l:L (l 81'l-189~) "j:¥: ;v[a，kn" Krzn"b 
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まとフワ/''J tよ、 l 山 IZ)~~ 智正念の l円~(J:tí' {山系門告に f!:~: Ie立つげりわるペそ~~ ~C 、

Iυ町内一代における r，欧 の復〉問、!-(よ、必吠E(j:'ニソラン、ノに|延する凶;とも噌やす

ニト i.::'zょっと 「中欧J プ ムを符庁、に、 1996年;こド 'y 政治におけゐ「中Ilj~J

概念。)j岳よ1 を合したプレヒフプエル)~ ;士、 l ピスマルクの滋対Jfj こしてフラ

〆プをク" ズ・ T ''Jブ、「三倍cのほ民凶家'JI刊に類似た」議論争民間

J". ，t~ Lて、ブラシツチ積極的に守師し口、ゐコ，0 もあれ、こう Ll:潮流かム

シ rヌ y ，，<~，コヴ F イソ(/，らに cE る慢.i'L I~: .ii;r tt詰之が r~札ゐこ亡し なり .0，1、ヲ

ブシツ問先は;1;展呑見せたといえる

l ヨーロソノ'J土、組刊究のえ引く::-;¥ 

1:: iiAJ し:司浬して、 l トゴ yパ」

ソのり想は杉~i:'l対象とされてき J口第

，~: I;HrJか lついて考える際にもつラン

火人戦{友、まさにヨ ロッパと i，'，; ，) 

カ'w丙に分断され~うとし1 いたa，L べ jレト ド/、/人のワオホはヨーロソパ

(/)~奇 '::'1:. ~こう先界最~-;rぢ乏とため:ヲブワ./ ，') (/)，1亡、 ~E(' ，-J?l った U 冷単記 l、"おいて

19]1紀ιおけるヨ ロ yノミ↑設・ア£リカ除問ロンアf設を石アヲEしたハラクラフも

121--1::8まよ、 l江?の内州統1'i，J)丈収でフランソの連邦キ誌を収 i;I-J; /，~もの
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荷丈であるすイヤ の苫作[土、「IKロイソ"主到の丈 t:いう節 fフランツを

ぬっているものの、ずウマ/べ)IJ 7，町、 Yルソ YりにJじして、それほと積極的

な主義や l-jズといない .¥';¥'Yf'''， 0:). ci(.. Pj). 26-29_ itlJ，方、 I中欧」概念)1;:::究の
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7 ラ/ソグ)割、 tr~::: 若 U した。また、 18 ' 191七杭?のドイソ需品むにNける:-;

rl ?パi守とヨーr;ノパ 14122についての i:~i 典的研究者苦しにゴルヴィソ f もフ

ラ〆ヅ(汁CしているコJο そして、東西ゴーl!ツパ円分断刀解消し、旧東欧万三

欧州市:合グ〉列に加わる中、フラ J ツの ::3，D '"l ハ思想もF::~~見されて、、くこレ

こなった J

.、
日 l
ム 第 ;)段成、J 史街究の~派

〕ムにフラ〆、ソ'.:J: ピス♂ルクによゐ小ト i'1がJ'プロ「七ン I::'L、十流出Iド

/ツ絞 の反対:(J'として、つまり第 ，'，改 i イツに討す;~，:t )レター.，ヴを提

ぶした人均としひ育児者:こ ~J r.→された J こスマ九クとアブ〆ツを吋世 jる '--1司t

iょ-4i-くから合オ"〆ていたが、そのよ与な千r~}~~，(ム敗戦によって会事 攻以降らつ

ドノツゼ全体が:gj¥，，主されゐ二とになっ /ι 汚二次大悦ぶ ~:f\' ~ .Id!ムまつよ 例

えi王、士 シ ダ:玉、特筆すべき「人一J)ピス Jルク批判話 l と〕て、

デ L 、ワエ)パーと売に、ブブンツ山 44 を $1， )"ι いるに子〆亡令市~(~提|、ィ、/

士￥おける王';-:::な争い')一つであるソスマ rンクの♂価やめくっ ζ起さた論与

〈し 4わゆ.6 ピス♂ルク論争J; においごも フランアの名口I)(JL ばしば磁を

uドヲニ}になる (:h一中谷間人こもあれ、 fスマ;:-クとは異なるドイ、ノ Iよ~(J j 】

スを走。、した回想家として、ブブ/ツの名前はx:脊?るよ "1 こなッア二

l はじccHrc} 上lιu “.J c.:.o ，~只h “ E~， rop <l， i¥:nc江主allnd Rußμ-l~"d i:~ Vo，'stc!1ung Lllld 
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vυ l工工グヤギ立制十片山(!)丈Bi

こうしとj寸究状i:にの中仁、フランツのわ引な lえよι ダヤ l一義が取りと~，f'られる

こkは少なかっ 1ζvえるο 初期IjC)ソランノ研究で反コダヤ+-:1主にヤ、点を絞っ

たものはlIh(，..ないL、 lぇユダヤ土義ト、 l~手li二三義とi' '.' fl主グJ他的思キピ r の関 )j~ を

ぬった1iJi"冗も存イf なかった，~また、フソンソ(?) ':~j~':同士抗的基 守1弐に共感す

るJ7たちは、ノ弓ン Yの反二Iーゲヤ i表について言及た場合しむ、それを「逸

悦 IE川宗kì~\1叫.~Cll : J日日，1.-Lご}円、jけてしまうこ hが多治っl:"0 

i也ノう、ブヲ/アイ'!l 手1: とうと錯すφ ことな L に、反ユダ γ主義州究引~でブラ/

yは1___(よし ~X触れられた} 二う;-{ニ研仰は、 プフシツ Lこえで4る理解たう、占。 Dl

ュγャ干裁が也がー義必ヨ-r;'?ノミ理念などと問辿付けられゐここなく百校、三

オl，-<) ;，:ゴーとま )1. 

ブランツ付究で初め℃反ムダヤ主義を甲 L、に据えたのはフバ )'fソ〉の論rlz

である川C 子l〆て ドァイア にぷる「ゴ J スタ/フぷン ヴラ J ツ:こ:1:l[ rる
二'γ守人情患と反ユダヤ平吉」とし行論主が、 アラ J ノ0;コv吋人湖町習で'2Ff'

テクストに沿r 亡;干犯にむ'HLCいる"'， l，l、連邦 義的呼門家ごあるドラ

??ーも、フラー/ソ心反ユダ守-r識と i~r~，-t:者と的問二五をrょく見本ド古jに促えゐ

まτに(よ寸、ιなかった むしろごぴム:二対Lて}よ ブブンソU)比二Lグヤ l義が

そして、つラ〆ヅク)橘イ円がどこまで実現!i'H'etを村うてし、たの?ということは、

今なッてヌミi?との与j→ごめる。

悶 一ls引c1日-la訂rtE川五日i日a訂1泊II口'!巳i~孔叫~citun明Z ド l山Iη】 Co叩【!lSねI】Il叩II】l:、ra礼nt臼z.1ρ)e仰γ上od恥〆d'(れ叩包αalμlμLS川?符1μ山:Sα叫Jお3μ附?削6口1 

りp昨γ附S灯刊川rη川E口:仔i'[dαM♂1'';， iβヲρ円凶ilr，川'ag 刊 mt仰りl的lμl

vo山1日1;1 凶S守 F巨，;，，1'吋tlη1正aロわi口1ド吋":j:-，.O. Arnuld， .1日4-8.S. 7z;行

同代表白Jなものとして以トじ)， IÎ t':! 2'~ 1iJrJt!j;'子一 ;rh jしる Pa:Jl¥¥，'-. ¥fassinG'. !?e 

hearsa! r'OF J)"々 tnld刊行 ~ Stμdy {)f 1弘I1tu'αlA川ιSt'}ιιiι バ山 "ι"ιteriα (，cnnal-i;

Nc日YMk，}，-I 日~"]1 2r ， 19汁9: I イツ，i1~-1反。 1 叫ん!'cscた ;'('hl{! d山 J川!ili.s.IlCH /lnliscmi 

lismus， -~-， h:j お ν け n Tedix J. t，:r¥'il， Telれllkfnrl抗日， Ellr()p !l i~(:0C V什汁ば只れ11叫 il:l，

lD59 この似|究はフランソを「づりトリプク l ど ~J(明 f る長 y字、づう/ノに!司 f

る~~的士生併を欠いて、、るハ ドイアコ，1~ ~在日 17 ， 232 ，ど，3 '1 を歩出ご

刊 Ju:annλ ドhi::p])son，"Cores::anti;' F'r己ntzηin PublicaLonメ ()f:.hc Lcu Hacck 

ln:;liLulc 01 Jcws 1n!fJL Gcnヨ tly， ιμrEυok， vuL i3， Lon!l:lIl '.Tcr斗訪れ]Ctll I :-，)cw 

Yud::. J 日出~. H). 102--ll0 

h 九ユcbe11hετ er..， J斗jeni:;:"suncl A!:ti当をElitis:n'_ 1)引にonst己nコnFt江!:tz，"His 

ωrぃ hesjflhri!1-1!'h der G仇す山gesei:s!'h川(1，111. Jg.. 1991， :、 b~-l l2 

ー ~.Û、 7:6.2:)4)2832
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ブショ←!リズムをキ!ノスト救的((.~tfu.てf: jおによて批 ;::J した再結として最 Jナ泌

丸、ある Lことを石1討いた付ト ;-9.--(/)論えがr~~{:ú: つ L いる行 J

な五、 I~ のドイノ色研 '?..:C~ おいては、 ノランヅ(及びノラ/ツ[j;1な思犯1判

沈)は治ド年慨されてきた(-いってよし~ワランパ言及していωえ肢は政見

されるも心〕の川、そのt制想にまで吋みJ三ルだものは、'~'{ tiO)限1')訪問の村 l'￥

一えによるす主主ど}十である J

不~" i土、二，")L /:" I ;本の研究iLI恒任 E土台 tも，t_~モ t 一、(1ttの多くの研究 異

なり¥ 1イソ刑也に対する実践的回答と Lて、府に初日耳つヲンソ引 i+'践を:重視

。る さうに本杭l土、本fíií でぶ L た先行fijfJ己σ、冷却10~[ を.，'まスながら、 一、ノブ/

プ芝:f((}))rf12.や::;()-::I，紀 Fノツらつ政治IY:J• )t戸史的主l肌から辿/ひこと一二、中 ßj~ :iffli

構想が現イーに至るまでの iイYに対 LCすで~-' r: 意味\，:っしても不|段，~，こ 2 を

イk凶Lている

第二章 フランツの中欧連邦構想:初期の著作を中心に

本キでは、ブラ〆、ノ山 11 1 :，吹漂 rl:袴烈を*~: 1. 初犯的手〉ク)に絞って干合同すするハ初

初フフンツの惇想l土、彼がブLiイでンて了僚と旬てポーブシピ向鵠やブ口/二ゴン

政治C':Iト古うら取り組む中から引き山されFものてあり、係々な戸J.地)Jを氾

涼した況燃からフ立きμ);5:h.t:椛持であふり従って、それは決して机「の雫論で

はない{さらに、初期フ./'>ω十島知l土、 ドイソ Iffj も」が先日~itしうつも、まだ

そ(})解決の糸口が呈えない日代に提ノJ三主れたものであると νう山じ、{f;-切の(とこ

I}わけ前 市政i況11F人|年(7))者作よりも興味深~ ，ものでま;，("といえるG;

G ↑!卜 t宇 lナショザスムとア工つ'-'-jリズム ド{'/へのェレtt -ョドイ〉

IJlli:法の基層巳東庁、大学出絞jJ、 990半、 1:~r:--2 1l n (初出は 1+1京学会経ゐ心

情!I川右;) ， (-)号、 19お7年、 112; 7(~頁ん W.L 、村 氏の論文{正依拠し P ブラ

J ソのえ肢が少とぐく、また、 l守系列R¥Ji士山;ム;を ijT視Lていない}

出 Iライピ Jグ)却念を対象に、フラ:/'')に触れてt、る文献とし、、白Lはリf王Ti;:出f行i''j託Y 
叩|いl、(のyη〉土幻Jtす影?芯う ヌ村中主塑担u一マ?帝ii'Iい[1付沖か、pらコ斗 ヂズムへ」 内凸」之~_ . t増古同 八..汁司a娃 J郎

梶 r惜前1+1叶iとはi何iリT“治か、勺J 右波書
Jツlぜ史j史ニ巴 (シリ ズ悶 !ドご Jツ現J代℃ωH兇:.-[) ド7:λ、計、之却{け)()侃5午、 (江ll!二μ4頁)じr 

61ィJ自では、「初ト月ブ 7〆ヅ!のtt、tJ:l，として18，+84'.主主命前伎の有作を抗うが、
この~~J:tJリぐっ告作ご展民主れた津町倖怨が、様々な|可際原l::t (')ノ主まりに~ -; (.::つま I1

二日誌57(円主氾)22_'J，l :l'!4J 
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キ;こぬうすクスト l之、'，1トラ/ド、 7'n'1十/、 ドイソ e ヨーrJソパ4 調

につい、 \1 84お年~ 'j ヨJkんの政車ιU9[-¥J再三)刷、そしア 最初のまとまぺた

連!'S午口元詣である 7、ィ yのJ!:J-Sにツ L';て お.1!，下iC;"_，バあるr 以トでは、

れらの巷↑下をも Yに、初期フラ J ツの中;l1;叫手|付帯却を "j丹氏ずゐ{

第一節 フランツとドイツ統一問題 多様性の擁護と連邦主義

ブ ')yヅは、「ド/ツ統 (die白山町民 Einl:eit) を、「近づ〈二三はでき

るが 芹成?主主ごし '1 '1'1積間関 lのふうなものだと伝説する[lT (迫 u そ

もそも!~" .1 ':;は に以集権l司京」や 州民|しi 京 (Na ↑ ;()na;s~aatんにはなりえ

ないハこれは、京 i;におけるドイツ人正ス 7ヴロ普天主主のt迅1'::を 首 ~f_~f_" け引

も司U';'，ある [九 dF 18(， ; PP:J 15f 

子れでも「 γィ:;ii-'t ーをおJノる令りぱ、子れほq'央ヨーロァパグ〉事保司・

ドイツ市l:E10)多数、「か;')山党しなければならな:..'と弐れるにでもそも l多数;.，:

(，V;t-Ilw;t) -'耐11位をと~，~h'9のがフラ / "jの思考ち式であり、各穏な「古プミの

'1. \S l<:!rfd~llcbcn，:を詰雰しなし i ネtン三/ :~fiI責ずると 1}~¥土涜六る、そ

中山 l あらゆる統一的 中央工;ほ J切な即念【礼h"L' lI i 口"に l l(' i~ Ull(j ~-(-;lI tr~j ち

1ischcn JGc: 、)J刀退1;ムれ、中'Aへのfrl下立設がノJ説:::1， ~る T:-- 亡、多を;(':)11-

各椛引を刊提ムすJLならば、 :イノの「政治問統 ;ょ、 r:i主主l上義Jによィン

イトュ2~ノれながらも、基本的i二以後の F ラン 'j (1)婿:出や品;1'七したといっ「も過言

ではな v、(，民 L;-:m;:L:'了川礼1111 引 a り S.30九さ:;(、市 帝政成 ;'r~'人間のフ

ランツの著作は、 ~Il邦主義哲学内深化ιみら札るように、それ 11休校 ~.-1 に恒す

る対3まではめるが、 ドノツ内認め解決色1の っとしてのは'1立i)f; 情伐を検討す

るという本判(l)ミ軍需刀、らは、初 ~!i(J)~~-沼ヤ快う方が、司l;iJ ごあると長一点たん

ω 副作]Pd.例!円，'11日間川uiDcu[s!.hlr.mri. l:l，ト PPDこ日告し、ホ:文:'i'に該当ベージ

数を百ピナつり 1m 立 i の傍占はフラン'/:。よ心強~ (7♂シーベルト)であ心、 l忠

清を1]L!-:J ')るドトはゲ:/~L ベルト tつ部分伝:をiJ j\ イ:υ~)， t: 0))、Rまにつしミてち

I~I 憾である。

何前拘{川c)'cfJu!iiiた以て 1ドと陥 J 引!tHょ第 2，~jj 刀、 ι

h/ '{)11 dυ dC1ils('hcn F:jdcrαtirm 斗よりよ)'1:1，BcrJir:. F. Schnc:d~':" l'~ Co， 1851 

(j'¥ι山口にk 了:11:1:'1己引日守口ks:;¥-，riftde芯 Vt'daぉser只 "Puli，isc!-i守入。ち日chtt'n"vom 
AnfJ.ng der 1き::，¥)erJ ::hre， h;:;'. ¥'on H. E. On:13u. Sie只bLlf!!.. }{七，， ~ublic江、 erla !Zr 
SC1，milL EJij{¥)以下、dFとI:I-Kご

ー ~.Û、 7' C; .Z:!2)'!830
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てのみ達成されると 7ラ J ソは宇長ヲるυ ~_VdF : ~)~ -j7 ; l;P 

第二童話 将来の中敬遠邦政体:その構成と機構

フ7ンソの1'{!}忽J立、 I1寸/ヤンと〆F ソ〆ドを 1111(.<:::~た 1 【ル卜 j豆 nl' 家 j 、

オ λiリマ中心の「ドナウ辿列L，t，J%J、それ心外りドイソ詩:'1かιb)(:る述部

rc説、こfl./， つの l主時間ぶから体bえされ心、 一 7亡十又Ú~;l生ぷ C':iうゐ こうし

て l ド ヴ F 海山氏からブオ〆，):-町、法まで、ン1λ プ洞jから~在fこまマ/Ý.. 

ぷlム大公諒1&，が統甘される :PPD

波情泣か惨IS;{: 川、ては蹴ずる九

~~-j: c j，:J 下ご(土、二 (I)J車 rr) !F:~iJ山内抗成と、

プロ i C~ 〆 「パル i連邦同家」

ブラン Y は、中止 r;，-~(Cj '}ロ i"， ンとスラドザとの「ノトj丘町で水中立的金11+11手

を始詞するっそも子午、ブ1-，イ .. {:->(}) 1--II'.j:ミJがゲルマ>1:ノts.~ti二スフヴの 111 ，

-どあること、そ 1〆て現存も

るこしなムを$!.)ながら、

， '1':) 百万人rうえラヴ人」かブワイセ:/t.，? f:λでい

プロイピンは F給料なドイ Y同家」ではな wミシ指摘

ずるr そニ元、 l-)、1 イソ人とスヲヴ人。〉仲介代 cr;nιulun只:J，ヰ「に 1，)'，ラ

ンド人とぴJ仲介」が 7' LIイ北ン心)ftゴf主 (Bt'l'llf)Jであるとメれる そして

イーオL写実三日する [1交が パlンド j主宰，1，1系、DcrbaJ:引はず悦~cr日 1i V sLaaJ) の形

JJXなのである九 [v，!r.. 6 Hi ; PPD 日2--:込]

まず、ポ ランドとプロイ Jタシの l車台 (Union)_; fJ、究家されるυ 宅街l土、

半'jì:(:~ 提出的な利子与を;:~才'f 1.~、丈 ιじ均にも相互に補!L， :__めコぐいる も千っ、

ノラシツ;ニ、ポーラ >1が独自の 1制度(¥-'c rf;l ~;S-，: 1]日)」をJ十土1ることは認

めつつも、国民三五 Zえの形成戸J二百咋 ~':::'~'ji!.し、書波:7)1"有機的出合 J を挫求r-;合出

-{:-I~ て、 この l向街。) 1 J車{~を践に、 l パルト連)，~1司家 JiJ'iM沼さ九る υ 子れ

にほ "トア二ア クールラント.')-')フン!も含めら才しる J il-'p;) : ~i--9 

印このようにブブシツが-;":校(?) 1--t車イ7 をロ己えた í~i婦に(手、?ムのポ」ブ〆ド

l芯;誌が影押しといるピ 'ラシツl止、 1611'紀依?以降のf ラ/ドhャおる「夜

政j と 1 fl，己、 0)芸1止、 それi伎の I?}--::'¥_-J と lうJ裂-' ;~~ 1f:1有寸ゐ，

L亡、ホ ランド・木 J シ 7 ンは「自己t 統治十 ~j主力を片たなし 'J ム判断さ

れ、 ft戸Fとft者 Jを{罵えたフロイ<.:../にぶつ亡、 F教育さ札な i一九(まなえない J
というのである [pP;) : 1，/-2'/J 

二日誌57(円主jJ2229 ~1961 
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研市ノ

ソラシツ(王、寸ーストリフを「パル ~)IJ[J~家J の「先行者」 ζ みな Lてい

るパ，0在かi、「づンコ J-，) ~i' 1 Ü~{用 I 'つ勃 í)~ll (~オ スト 1) っ土九/~でいる I
〕

かし、 l 全てのすシゴゾ)フイに捷利を吋iチし、会ての楠成要点に司右の市'ii1;'

をtLtめる」乙， .う「召命~寸 スト.， アズρ認識す才~ :~'_. rこのポ搾ノ子来 i.')jl)]え」、

「ドトウn者只族の連邦同e (F山|げ川、引け;11(k了日、川口、οk¥';-)J や形成宇25ニ

とができどと主張さι ~ Vclト 16-20 2?LJ 3:;-37 

一、 l 仙のに Jッu'W:.i;")かよ目立石連Hil.:fI;:3て

ミらにソランツの惰組では、昔 j呉川外のトJ イツ布1'，[が一つの iiflS ヰ京会 -W~hV:

ずる こオれdは玄、 パイヱノルレンのよう;に一 「 つの古部防古族主の特h浬1!巾Ib以川(け}旧n凶l山 1巾h:汁"汁('1川n刊

ν川01比ks出Sん~孔《江山1

を↑刊代-r-叩J氷¥;"<る手守苦I阿ホ川l部市 Jハ、 一和 r<永"t:: などグの)川;、F阿: (Kki;，:，;L;:h'-Cll) J かム庶 1)、ま
メ】 ドfソ的多民y::;))引1¥ミ千とfu:jjぎコけ九ナ、る [¥'dl" 20--24 : 

フランツが思いJ12 く中快速邦此 f!~;J 、↓，Ä f~ 町一ツの連邦同志かム成るいこれ

は、辺市凶宥こが l奇H¥'! ¥lJrcilhcil:J.ll凡:J する l樗雑な*'1治体的rganismus)J 

である~ ~PPD: ;-;T-4ul 

7 ラン;;;よ、総令な形て将来的辺fÞ(/)~$~構議， r展開ており、者(þによって

f.付案も呉なゐここでは『ドイツの連再;ドワ v て」で民間されたドイツ同1.:-:)

改革案をみてムよ λc

もともとワブンソ}よ、 rLl車問家の多数十字J を l述邦的な形式」によ円、羽

狩ヲる試みとして、!ノツ)nJJiヨに シとのF怖をつえている、そこでiJ:ll:三、将来

の中以足手liへId.:;1/'、'1二1111恥攻 (K，;nd出刊 f2.SS111l幻の改苔lをド指ず 同

休日むには、 l理事会 J • 'g;下ぷ会ぷ会」と u うこつの機締約剤lみ「?わせ

ドトム"

い~ "、 イツ H悼のイモピリズムを打波Lょうとするのご£る iVdl 

二/1;i(;， (j(l fiS 

周知lのように、ドイツ内閣には、諸国の代女伎町円台誤作であり、執1J権力

をf;Yたない r"I)]tKI会ぷ:，Bロ11(";:;¥口rS2.n;n;]llll.dI !_か存イIしをかったc そヤヴ

ウブ/ツiム第一二、判L権力奇情えた :":1-11自 Jijlオマ会 」こ

νそれ±tつ7ンツは

3/ : 

£ッ -j-レーと(/) I Iニ批判的であったじ PPD 

ー ~.Û、 7'6.2:!(;)282 宅



L 、う吉見 PF~10)必安注を説くっ士型寸会(手、叫填と1阜のドイソぷ 1"の代去の二昔うん
、、、、、

ア古i'込主れる{ 他方で、徒主の 1161閉会議 lょ '1寸l詫評議会け)ll11(: eS'''2UI} J 

ιレE土利さ札る [VdF • GSll] 

L、II;=;J~!"j.~英会也i.;lld主旦主)J (，ヲ立、担利弘主張さ1いふ これ!士、「軒々 の

J;{ノj" (Parlikul旧三LalHlc) <7)代子三ぃl カミレペ件成され"、同盟と{目 j}j日，-ft: と n~J:;尖

を同五とづるために、 :n;時伏誌の布、i:Z惟と大に、日再開と異議のほやJ U~e('ht dCf 

Pdilioll ¥lnrl i1 \;~ÇhWí ;'d 付」チ 1柏え乙 さらに!TI:~託子、{王、 1:111 ~I ギ五

であり、「不イシゴ Jか討之内不'J誌を

トi';JドiWEど「行欣寸主邦情沼

第

IVdlー

なお、 inJ印が色昨すべき事項と l て、 アツンッ:よ以 iのものや法げる 会合一

二同丘町外交・ 1王手'TJ豆、前二に、交易に同会-{)υit1iMゃ口、の統への配層、

!l-161 

(Pa.:-likdZltム盟国;I.J (/)衝突の

ぷ羽lする J 子段ごもある

第(に、 inHHω構成長 I~J (/j紛平の調停、第百に、百万枚育捻設や 7刀デミ の

ハ ~fl~方で、構成 ~-i'l:;白i_I，{ワ同右の1"1幸] 行政・すμ、十年 ~:.ßf~ナキするーと手;;:r 

4143: jLる口 pつ[)

中欧関税関閣の提唱

，0:えてプラシソ心、目玉{TC)ドノソ問悦卜J.llil!ZoLu'江 in¥ こゴ ストリアこ

の全 1イン的な院杭事t-_.~allgel-:l eill f:' d口出che7.01れielーn話時j;を更ふすーる}

もちろλI-J}.Jf見討し のがI に克 :lld べ ~W-J地íj<; 晶!しし¥.?，')ことを1rzは認めるハそ
まr:よ:1そ々 なうく:易下京のJ，:j重!北引によっT;円三トゴ行くのむよパ と役;よ

第三節

、一、ー、

[VdF 77示6，D2L] 

さレ)に、この「独県J直前町民 ':eindeutsch ustE:-;，引にhischerH~' l: clti~;bund) .J 

J!C':t !"亡し、。

が広大な'irI'A 連;::~I::{尽の'1'牧 (Kcrnc:ncs ~:r (ì ßcn :n:tLclcurcpaischcn 

Buw"kskol'pn:.;) J T形成することが望まれといる J ノランノは、さ/あた tj~I~ 

~lIフラン:;(/)想定では、首J;だのfに表はTr1iJIま乃与よ fが務的、 f目Cつ1 イノ諮

1"のf-¥.1ミlz、パ fエyν 、、ヴユ]レナ〆ペルク、ハーフ〆、ユよク十ン、両ヘッ↑+

ン、ハノ _'J'1 、メケレシゾノレクグ〉七つの「 中 ilHJJJ の ~~f実力、ら予~山される

」するつ理事J訂正、 18'1S{:'.1寺Jどでは"jJircduriu引 t とドばれており、 主'11，

e C誌長職 (Pr:hiじentsにha.f::)Jを10'，l~ lsJりすゐムされぐいた [PPD'4:::，] 
18将午ヴは、川、てのドイソiE匝の議会 (Land-::a問)の議Rから構成さ九る J
となっこいたコ[1'1'1)• H] 

)9只1二日誌57(円 28:>)2227 
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，~日目 1'1 ・スイスーり yνデイーア。ベルギー. '1ラングも，: 'l{?、 if; にし山 ~j~ 台、き

だと考えたU その際、 l 尚幸の坑ー」会仙 ~j )， " ~、誌 I r:'を l 漸:i!!:::'i~ に M f:f"

tallim'dょ石川 rsclJn，clZCll)J させ、その段、連't主瓦lよらご 政7や統 をム:E

，bZ-，よる、〉いうのが彼のシづ'}オであ Jfこ c¥dト 似 94: P~'I) : ，1 :， -47~ 

第四節 連邦主義の歴史哲学・政治哲学

以上のよう企構想を支えてt'るのは、 つ/"/ツ封:斗の肘 t~認識‘了士、臼↓苧子で

ある

ウランソによると、拡々4状況が{間法的な中jと集存在i王iすく511背」の基盤ギト什n
打出しずいる t告 に重要なのが、「泣作の物WÜ~な発民」である乙「;辺、jËJ や

「電信 J ドJ";;、 F 回J:5を越える交 1亘・返信刀、官nかえり、手iJ';士ク)成合

U"U，，;f)↓dtγ L!lc rcs~;( 叫がもた lつ P 孔た T;; に、人々の主誠も詑 jl~ !た。 l コ

スモボ')ゲ./r-1']な感覚」が l悦 '1の境非をil;:zえご ヲ3以 J 、， .~主 1[11，りな

(，uatriúti おじ h) 感註」を~~め亡いるー第リ、司会 é，な ~so7ia~) ~問題のな

;:;，?y;ニよれ、'1'火集祷と当秀訂正 l 人民的竹け上 tW"hHahrt dc:" 川 lムcs)J も資さな

いご乙が11打ιカとなったで Yブシソ古九三つ '1;会開鵠」とJ止、十l会的立

川げaUT)C~"l 只 ;11 ~~日\利刃包のことである そしてプラ:-"} u、l地J'主将?設

(TJlk;，lurgani日atior:!のんが社長問題:C1二軟t対応できると指HiL、「う昔、也

(Dccじ山z，lisD.jon)，;を!!~~-;泊する。仁川l同に、 iじ;hW家 j建設を μJ行g-)辺動が枕

i.;-jt?しか浅主なし当」ことも 10"8平に切らかとなったu ぷ卜の ~~j から、勺 ι ゴブ
、、、、、、

リスム叩Lドリょ集停のIJ-tf七は過ぎ日 i)、l社会的・述プ'WJな理念の時代 (Pcrio山

dピ(su;cialen lllld f6eerativen I c'世 "J が~fì まる， !-フラ/";;:主主張 j一心のであるべ

L、仁lF: 87-05.: 
、、

タ置のtziftc:z /y l土 「近 fe (dic 11 (，1l ('1(~ %('i と)J がt子匂し、 I現↑l: (d: c 

;，JlCEi(-l1i合U:ヌιiL)Jが閉まろへとしているてきであっえー C'江/ーと」は「llIK集
権化ζ4ヰパじ」のη{亡であり、「出石の生 (SU Il C 引 leben) を lγ す)~--r/0 rfS'ftであっ

た〕また、 r-.~;~1t の「ドi玄際情 l は人 rt] Udc;， sc~， c~n;; を「ぷ悦獄 tt- I 

の対#.(r-:_:i氏j とじ、じカか、J捻及わな

6の)，[代t俄に、主総したプIιJ タ')アート三「九十 ;~á/0小幸」を産ゾア山し f.:. <， li(:って、

r~j古代 に之 lととさ 11~ゐのは、人慌の '1 [己完~いつまり)、人統治、|己士、
、、、、、
手段 (¥lillc]iJとし亡びはなく、「自 A日以J:.Sl';bSc:LWCCいとし亡不認寸る j

l~~J9 ; ー ~.Û、 7:6.288)282行
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てとであるハ干し守、まさい達刊i 宇えが、 '1品問 lZusa立l~ncn叫 r\i. cn)Jを泊じ

亡、人間ふ， 1'1己15見 へと主主くと寸る [V(11' 前 lil]cclll日]
、、、、、

こび〉ように、ソラシツにとって、「什会的 連"自'; ¥，sozial-f() 【 j~'r:lli \'J J な

士官Lい「紡古川引billellll;-;，:J ，;，"t， :-.:!i:í- t_~ の病J~ に守hL る処方ノ主?もまっとパ

そして彼!;!:、 ifl)仕には 1+1会自 f組織(引ム叫C 01 山Jnl~>"，l1い n) :o->'A1づいていた

とm摘し、「耳t1- \~J U)~*!~誌は「中iIのI7史的 JI手ュにや述部::~ ~ご JI手ょに母、にさせる

こjて」であLLー下院す乙 [Vd， • 1:11 :(工:j
こうして弘、請さ札ゐ辺烈主義の ~:;'lJ:t は、川、 J本 jas G211Ze) が「i丹々の~ニム

(S~ Jfj d(' rlへbに 1¥) (i)口i土jな取合に出来しといるこいう?と l ずある U まj二、連

邦主義fょ l 引会({円(-'k; ，~)ばr: の日初 l 姐/干す?~)I;;，!りで.j苓;&[::，] j) :-;f{:↑什1;

1廷の多様性を司容する 存亡、注品十三:1((土吊命ι弓i宣を枝葉し、こ士.1.立川川1:1)

の卓を-i;j'む とされる さり(二千l司J主義i二、川、体を構成γる杭メrるl正素:こ、

|苛イ行の権利を y~ I..--Cおく れに対l..-\.'--:-r.会 l-. Jtは、 ':1. 、 l が全ての権利 ~I)

与専を決 z記する 修上ロオlf二絶対;王手短」であるとして批判され/。のであるれ

[V，'l' • 88 f.. 10'j ム09J

また、主互に述べたように、 l世界 11M::戸Jなl岳肯Jク)発展は、 ljiりょ義宗寺凶守二ク)

耳i訟を写 q しかし人!立、 f以家，"]:1'. (主主己主;ょCI工主主よ..から.r:1巣市民

」へ単純移行するわけではない。
l

世界市民感覚」的発uおよ、

f也h-C'Iνマインデ jや「コルホラ Yイオ ン への愛宗心を促近すζベこぺ
、、、、、、、

し仁、 iゲマイシデ市民 ((;cr:1C1山kbul符C-}Jとし斗I吐念が氏六されるハつまり、

1社会的・ 1主主:月な時全: は、すさ l義や日.fli誌の之、信じあった ItT~;家市民

の理念J をがれ崩し、:-}j-Cは世界市民+.JY.:的な盟主、を、地 jJではみマイシ

デj，民的でゲノ.[て〉ンヤブト的なl布念を促注する lのごあふ j ここ Fもやは

り:，:;)日と 0)特-:--'0，新似性 7)斗行摘される。とい λ(T)~，士、 !日 lこぶ1、ても、 l白

川U界令イ'，j-=T'ある干干のコスモドリタニズムが支白::r'円であったJ一方ご、;-}/-(

J午/平」や コルボラ'}-:オ 〆」が r-; 刀 Iレな向律性 ~Lnrの 1 ;l\lり川 11Ú:) J 

を深持 '"Cいたか勺 rある 1Vdド 117-119J 

プフン、ソにとっ亡、，im，n:l買えの 'JJ.!lt，土、 まさに新しい'1'1牙なの?ある.，

第五節 連邦主義とドイツ

以上のよ yに、津rl:l-:Jtク)7::次性を桁摘すると|司p.に、 7~7 /' ''}ばド，(')'に

二日誌57(円 '!(1) 2225 ~'!ool 
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円ける達 11: てUt Ul f三慌を強l抗|寸る。その際、伎が長も E主叫するのは、イ出 ~i~l!づ」

マ守71下1(1)イI在である 帝111においこは Ir~I;~!/~;: (StaJ:l肘 1J で Itil;市ヤ騎 l平副

恥者のコ /νポラツィ 4ー〆J C}) I回行り 」プtF~主主 ('5i!.-ていたとさμる ぷ 1、ν

て、「上トら」 権利r法を押し(すりふ j よι，三義は「ドイ y人には非'f:;に異質

なもの jでめると士~される '0 VdF: 95-9ウ 1051.]

こう J 亡、三~予の 1-k:J':: 什 ~EinlJ. cjt)Jの川、質 (二 「中;ιl'/);，-i-j:l-Aが);1岸危:

¥dir、Td(J'_dcs millc:;il:Nlich(-;i TC， j刈γlhlln:~>に、kめよ)h;~) しカ4 し、 i 巳 it に

231暑では、もはや「引刊のよUl1fヒ」という信liiJ)こ支えられたかつての i;，'i'J:凶 J

理念はれiノγじめるこ今[州立、連川政昨干のも rJ;が「絞性 J を共謀イ1:.:，.、かっ
、、、、、

て 1-')韮，IJ~が内め ~C-¥，.，込たi也i，J:(土、 rV _{ツ粕祢 (der(lr:i 円cheCJá.; ↑んが~; .う

〉されるしそして、二ιつc;、ィッ持神 I ，_~、「諸氏自主的 U~1司 (\/ölkcrccnく(、 n:.)J 

と、「フシヨサリテ':{/j紅会主義 (Soci;:clisllJ.UScler l¥ationzllム日目n) としぺ「日

;九ク)lf会 t:.:~\: ' (i Yf:現士、 真の土中怨jとするこ [Vdr: 119-l山 PPD: '(-10; 48J 

弐らに、 ドイツが l 三一 G ノ ド主部主誌の ~It ~ )千」こなり、 1'1"j J)述郊

のI京理 Ipγinzip6 t-~- l~e~，hに 1，ぞ n ;;'Öl~e:-;_ô ハ口!Jが「ドイツのJ立界を越え」、中[:1

において I~でての凶洋諸民放一 に}以土ス渋毛 J (¥，.、た l手宍与k同4と共円討体三J山/'1協」忠え汁f付}川j (GιJC叶l日白叶bl

心r Z払訂"日川削a創tIll附

;晃tii計ムしんのである c口¥'dす 口5，116釘'.;FP'): 1り川] 

第六節 フランツの連邦主義における「能者】の問題

最設に、ノラムノソがi虫干E 主主正を唱導するにあとって藍叫な12: ~#'1 を!えたした: j，也

7T j の問題をt;，辻一「る この間E豆に士Jt山初，J，I:!ワラン Yれ巴恕のキ γア ド!土

1文明 J と l王子治 Jであるυ そLて初期ク〉プソシツに ζJって、長大の1出8は1寸

ごアとい λ守主とあった

フランソによふ f、当時コ ii '/'パ同際此前売羊拝してしミl' hD~体制ドミ

ンクル午 ! :の f司をなすロン?(三、 IP.、グ】汗 口/) ¥ Jη ではなし h ロシ y(土、

Iγジア的と 1--:tC.O)専制改が (dic01只cnllichc~ AUe仙 nlL:引 に主主っし 2 た ;-~r}

J ブ弓ンソの具のゴ [.! '/ 1ミ」は イベ 1)IT ê;， か l二 Lは ;~fif(，-至るま守の lカ

ルハチアも含めたj 服か同γよれ[1;るィトIJJii心〉お亡の流域に、 イギ)スとスカ/

ι ナ νγ を IJじえたものとされるご ~PドD : 8L] 

IZCI; ー ~.Û、 7:6'Z8r; )'!82~
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ヨ;人(?)["1:.: (Bιlrbarcnrclch> J口なので志るむiiI:.--)て、 lアジア恥 j で l府立¥J な

nS-アiよ、ヨー汁ノノし7ら J:J す〈で(，れ l~ G t' W~'.:lノ長押す~ ~ iしな'!ればならな

L 、J c~: + ~R '，-~.れる。[' .アの進出をこのまま:'1やは、 i'，ジアは_'L}lベにまで
l主しれ J ロソパ古込 y戸，'1こj しごしまうハそれを防ぐため h も、 甲 i吹i~~

!f;が嬰治されるのであるご Ir'PD• 8-10. 2ヨ31.1

もち人んこうした IJKC/";背{をには 「ヨ "ツノミ」が「よと明」心地ごあると

いう思考があゐ。そして、ドイ y弁スラ社広告民族しの i主邦の論I霊安み品介、「文

明 j を恭平とした、スヲヴ;~，~ど位 0')諸民法 I=J，j すゐブ 7 シソ Ci)後遺訟が耳てさ

れ{いることに気っく c -:.)まり、市 ラ/ドヤパyレ卜 i土、 /口イセンとの再活

e'Y J!匝t:て、そして、 ドナウ持弐波はうよース卜 11-y'とのi上手山手通にて、;y:fのえ

rJf (.結合する説巾d されゐのである Irp"J: Sr.; 
ると打、 f友Jj;g(j):民{干にお\，'てフ 7 ンツは、イギ"スを会んだ芝?、州 1)j~rl; を構想す

ると共;こ、世界政治におりる求訴 ，t:.Jiンスフム心叫米を]"-詳 1る一三子、二~欧

十:'1辺予，は、二の "1 仁川すi0，~'.;'J::Cという立味も付与メれる さム仁、殴川辺郊

の絹市を午リくト教的普遍 1:';詫μ すとめんブラシソは、ユダヤ人を、 i亘氏百三訟を

持うがvr】えに、 1ご下.[ス i-:，:i世界的反辺市T寸角的!広三FーJと日'Eし

ヤi設や強めるごとになる山

その，)(ユタネ

この上斗に、 ブラ〆、ノ(l):ii上町二十二f投iよ、付、 J おいては口ンア(とアメリカ 1、

内:ーおいてはコダヤ人よいつ、-~収不刊誌な「他者 J を附黙の前提;--.ている

のである

第七節 小括

;";) uシγは 兵の ;:;::~t~ ¥Fln V，:辻 ;nちじhlnE)J とあるといった表土売もみられるし

'， j Z. 13. Ccnsし旧ムしinFranb， "(;ro込;nachtlInd ¥¥.'clUl'.日chし.<ZciL<:chn"(i (Uy dic 

/"，-r's削 J山，SI，川九iI'lSSn山 fUlilTIciι:~:. 101知日付75722

7ス初期引フランツも「斗ダャヘ婚し汁であうたが、そ i~ ~.辿己主義シ tつ j記えE

牲は科い止されとし、ないハフランツのユダγ人械を時三「タIjA<](ニ検言，.;"~たちの

とし〔前払 )["C\'げ一J吋('n~:af) lI ~:d .，'¥nti:，cr:l1t:S;1:llS hciしol1stant川、I，mt:c"を参
!出げまナ、 Y ラ〆ツ心 t!(:i1TI的述邦主義と反コタヤ二十二L 義この間ュ'1(~"-ノいては、前

提のれ l'詰;z'l'巻原
円おこしつ点は、 jl:' J'I:主義しよる~疫の限界と， ，う苛51な刊訟を合ん守いるので、

日Ij(，1)域会に詳細にM17こたいハ

二日誌57(円 28:J) 222:; ~202J 
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ナザ〆ヨナ')ズムの幼~J と当時の阿際情勢を実地で見聞し、フランヅは、 '1'火

ヨーロ yパにおいて(中央集権的な)凶民国更にを建設することは不可能である

と認設した。そこで彼がドイツ問題の解決策として哩き附したのが、'1'欧連邦

構想であった それは、一つの辿手li凶家がさらに広域的な辿邦に包反された非

常に重出的な連邦政体であり、地lJ自治体も含む各構成政体への権限配分がl

犬され、さらに関税同開に支えられたものであった口こうした辿邦が、多株な

ナショナリティ・;士、派を抱える'1'央ヨ一口ソパに秩J(;をもたらずとフランツは

考えたのであったむ惟かに1mは、中世の i;ili:回」への憧怖を隠さない点で、復

，J，D0な仰niTIを持つ亡いた しかし、 l;fr1tJの州弊たる「社会問題」に対する
問題巳識や、コミュニケーション手段の?と達と、それによる人|吋のE識の変革

を見祈えていた点で、月えなる;11前半手主音や、「帝阿愛同所主主者」とは明確に呉

なるのつまり彼は、「現代」をまさに析しい中世と J，~えながら、「近代」を乗り

越えようとしたのである こうして彼は、ドイ Yの阿民統合と'1'央ヨ)ロッパ

の国際統合のみ()，の完遂を目指したのである 3

もちろん、彼の議論には多くの問題が合まれている。「丈明」をm準とした
ロシア排除の論理や、スラヴ諸民践に対する優越感(さらには後の反ユダヤ主

義)はその最たるものであろうっまた、 19111紀前半の丈脈ごは、フラン Yが指

烈に批判したナショデリスムも、白白と解放の側面を有していたことは同加の

とおりである A さらに、フランツがナショナリスムとんに、立窓」二義を否定し

たことも、現代的な問点からは異論の余地があるだろう。

t1卜のようなフランツの議論が、絞のRHtにおい亡どのような運命を辿った

かについては、次中で検討しよう。

第三章 20世紀のなかのコンスタンティン・フランツ

周知のように、事態はフランツの昂笠に全く反する形で進み、 1871tドにドイ

ツの統 凶%iを称する「ドイツ帝国」が成立することとなった}そして、むし

ろこの新阿家が「肯同」も「連邦キ義」も頑右することになる。 晩干のフラン

ツは、対lドイ /W凶を批判「るF明却を次々と山版よるが、既に「忘れられた忠

想家」となっていたー

ごはフラン Yは、現実政治上ε8Hしただけe'なく、王閉念の世界でも日土れたの

だろうかつ 20世紀のドイツ思想史を振り返ると、 ie，-，しもそうではない rド

[2m] 北法:17¥6・284)2822 
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/ソ j としう枠判iみが揺らさ、新たな γ 「デンマイフイが長三去される l:;j回;こわ

い L は、フラ J ツの，r~'，、先立が頻繁に替問主れることになるのである l

;最初の商;も]は泌 次廿TLV大戦であゐ 生時!、 Jヅ首河i何で全盛会極めていλ

「中ド"!(J，¥IV¥}司の坂liif(/) J) 〆して、フラ〉ツグ).~，:t8がt主討を芳一めとのである"

)....-Jア」ラインは、ニUノ〉た況を フヲ〆ゾ ルネザ〆ス J 2li1'んで~、る 例
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。〉膨張 l~'， 1司と反ユダヤ守二 -lC: うん、 1}~をすチスムに l車なる ι丘、想家として{ず晋づけ

る論持も多かッ (.91 "7とr ンソネ l サチズムの先，~ß :r:'J と規定!た Y ランスの

ルl ルマンに M~， -(~、ノ、ーゼ/川ワジーパーが子工ーにl ヒの平相主元首たちの

22治上でu諭すω("\，.ぃ、た n\ ト :Y\ こう~ /:州民1'17とcぺ去作を主役しごv、心}
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すl を没ぃ f~;M，~ したガ yν\L0~~la~ (~<1 11 : 193G-)も、ンユサ ベルカフフンゾ0)， ~';'，~ 
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1949_ ;.)_ 1-2'/ノ リゾタ 0) ィI11朝日正 G~'r;--' ，F'd ]i'什引?“ l"、3;日川nkひnlhl('r;l，'ごう

119--137 (;:u(，1'は Mcrfmr，4， ~古;)0 ， S. G57--(76). S132f.;JJルの批判は !_oしh引じロ11

"Eiid出 110([ 只 924， S， lt、を参照U

同 Z.B. Schnur. a. <1， U 
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1881，日 N.3主主主はカール・シc..~ 卜;， "~;警芯 I託けた{永 i 出ーのジ γ:- i;ス

?である、
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研市ノ

ツについての郁+hl:iJ丈を?土手し、フラン ){iJl冗をすふける{前究者であるが、ぞれ

ども絞 W0なフランソJ長を拍く LことはごさなνとUミうことそこの工ピソ ド{よ

必ロJtっている

おわりに

):(1 、フラ〆、ソの i 欧連邦j/j':~Y 、引)世紀におけるフランソ受容の歴 :1~ 在み

できたら信少に、ヒスマルクが廷設した iイツ '1'(/回 Jが、ドィフのブシ辻ゾ

九.ァイテ〆 7 ナノ;ニヲえた景':>l~: ノJ は大 ~~:.{'G 'fj'点二本学d'たシーハ/らが認

めるように、第 政が、ドイツ史ヤイふか眺める際の混血容日く規定仁てき

}はいと、出世紀におけゐブラ/ソ受容のlliE)!(:示され{)上うに、「ドイ γ」

という枠祉が揺らぐとき、つま')、「ドイソ問題 lが深刻化すゐとき、ブヲ〆

ツU;jな 1--111:巧;..1が、 lトfツ.1 (i)γイデ/アイフーィの草要なを;m)ごこしにじっ{主

主iを恥た!てし斗る、まさ l 、 プラン l(1) ぶうなメ'J-~;:\，，~ if当日-rると仁よって、

トイソの?シけル ア l.. アンテ r テイの事均、， 1主・正居住を浮き Jがりに J-~ 二

とプ7、できるのである

え h に f旨拡l しなけナi;f 令りなしぴ l正、比 lt~迫司;帝王型グ)'-"設沖ごあ。 中町述

邦構忠(j、~ )j\~ おいて、東山ßJ;・市JI':款に汁デるドイソ市 l叶二千元り，'升[七イ

デナロ干 l::L仁、さιいは]--f-スの t!i-f.六十了 ;一方:J担する概念と Lて機能す

る矧凹を 4J していたかし他んで、ゆJI↑帆台にも記押印J材料を与える常:~i:\と

し-c;:;':価主れしらきたのであるリ :れは、 アフンソの己主;1'11.を題Hにノト稿が検討

Lた通りであ令。釜当;ニ、この青}jO)側Ilt，y等し/認識'HA:、l主がある l与え

ιいるれそしてそれは、少々飛躍7ふなん;，f，LU:"Lま司朱(1に 言 的なも

。 HcJr;1~~1 rvh; ic~" 十 SyElpaLhic ~11 ム L Himcrgcda:'.!-;ctl. Zllr balhhcn:ic:cn PoJCtlfrcllnct 

:..;th九1，、nnC¥印式lnllli，iTi;<cm:，t:." Pd(ロHlid1I)ir， 17. i :.;OO()， S. ~:~ 24 

，，~， sム"εsaれ op.ct::. : Laれ fれe'N:esche.2. 3， 0.， S. 172-: 7-'1 lL PZ，SSiEl 
"。本iidiは、フフンソ三容の託児を出いて、 20-~廿品t'，におけるド f ソ問犯の解決

案の '，'とししノラン J:ねな中['i;J!tf、府恕古参ドie'れ殺げたこと乙ノiしたU

~(J世紀の v イマ政jf史("~おいて中 JZ)~ :ì主 J構 tEI泊 f扶 l~ L， J ↑史'1'''21'.ついての本格的

な検討:土、ペイ去の~~:~室介 Lたい「なお、第一次大戦J:Hì おずゐ 片|吹 をめぐ

る i，".4ツ|勺?十円詰争や、「中i札j とド/ツぴ)ブシ辻}ル・アノデン "ĵ 子イ円

亘 l吋宅の同県にッいこ;正、前掃の拙将をき主刊'，'，て丁目けると YF~ で島る。

l21冷 J ー ~.Û、 7'6.278)22 行



トi';JドiWEど「行欣寸主邦情沼

のとみなされがちな|吹川統f干の日百い慌:j平J洲阪にちじを阿けねばならないとし

つここも包殺しているだろ η1:'

※イメ稿!士、平成 J7年，~'l;j年 tz科学研究官椛肋余{特 'IJ iJ :iJ~究員辺助品fl による

iJTが成果0) 部であり、 n!1t史研弁会γ>H~)凹例会 (200i] 千ド 10;-121C 、手修

j、'-i二割118ほキ 1 で?と:l」した原稿に加筆・修ιをHiliIjたものしある…町究会ト
で冨孟な質問有 <r;さっf多くの方々、 f りわけコメシテ タ 0:i告めてく
ださった松本彰jγ:.~ 品人j了)日< J;礼を l'c上ブこい 1 また、イイ白の
吊m段14iじ合計な，Lメ〆卜をくださった福とゴ労、三五(芯海活丈J子スブノ研:;'t七
ンタ j や、 l己i'iJJ.7皇太f手法政乾ゼミのり々にも、半くお子 AやLド!/r.¥宇るη な

お、現代史研兆設での訓告は ]本学術振~J.会「魅力ある大学生教育 ノニ

シアティプ事業と〕て採択され乞北海地人 y' 人'T:~'J'G法子{叶教科円救育J' c ク

J L， ['-!了'中 I~I:宇f自の研究? ~?-、ジメ;..- ~ 'ti議戒心;，て司!の !草と 1/-C，fj'われたc

c， 
この点に刊、こ l止、ふ藤乾漏「ヨ u '~パ行:fT史 JI 6 [~i I~-~， 五千山 l松会、 20()'i'

ノi刊行下ノ起をさ占l者ーまた、 l コ ロゾ";理念的五11"平平売E'Jな1閉[自7安発し

三 L少々極:，'ì'面とは忠ゐが 9~1J. ~，i~深い古均ムしご以 l、のものがある J ，)←n 

LaUiミ h~and ， 1'uinted五onTC2.LIιdemocl''1tu心?明ins0/ thr!と111'1勺凡αη ltlριLondon.

LiLLle， lJl υWll， 199/ 
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